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　 　　 　 安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い安全に お 使い い た だ く た め に 必ず お 読み く だ さ い

●● 本書の 一部ま た は、本書の 一部ま た は、全部を 無断で 複製、全部を 無断で 複製、複写、複写、転載、転載、改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。改変す る こ と は法律で 禁じ ら れて い ま す 。

●● 本書の 内容お よ び 製品の 仕様、本書の 内容お よ び 製品の 仕様、意匠等に つ い て は、意匠等に つ い て は、改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。改良の た め に 予告なく 変更す る こ と が あ り ま す 。

●● 本書の 内容に つ い て は、本書の 内容に つ い て は、万全を 記し て 作成い た し ま し た が、万全を 記し て 作成い た し ま し た が、万一ご 不審な点や誤り 、万一ご 不審な点や誤り 、  記載漏れなど お 気記載漏れなど お 気

付き の 点がご ざ い ま し た ら 、付き の 点がご ざ い ま し た ら 、ご 連絡下さ い ま すよ う お 願い 致し ま す 。ご 連絡下さ い ま すよ う お 願い 致し ま す 。

●● 本書に 記載さ れて い る 各種名称、本書に 記載さ れて い る 各種名称、会社名、会社名、商品名など は一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す。商品名など は一般に 各社の 商標ま た は登録商標で す。

！

火災、火災、 感電、感電、 怪我、怪我、 故障、故障、 エ ラ ー の 原因に な り ま すエ ラ ー の 原因に な り ま す

◆◆ 正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。正し い 電源電圧で お 使い く だ さ い 。

◆◆ 湿気や 埃、湿気や 埃、 油煙、油煙、 湯気が 多い 所に は 置か な い で く だ さ い 。湯気が 多い 所に は 置か な い で く だ さ い 。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる 場所など 、暖房器具の近く や直射日光があたる 場所など 、高温の場所で使用し たり 放置し ないでく ださ い。高温の場所で使用し たり 放置し ないでく ださ い。

◆◆ た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方は し ない で く だ さ い 。た こ 足コ ン セ ン ト や 配線器具の 定格を 超え る 使い 方は し ない で く だ さ い 。

◆◆ 電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、電源ケ ー ブ ル に 加工や 熱を 加え た り 、 物を 載せ る など で 傷を つ け な い で く だ さ い 。物を 載せ る など で 傷を つ け な い で く だ さ い 。

◆◆ 内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。内部に 異物を 入れない で く だ さ い 。  ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。本体及び 付属品を 改造し ない で く だ さ い 。

◆◆ 排気口の あ る 機種は 、排気口の あ る 機種は 、 排気口を 塞い で 使用し な い で く だ さ い 。排気口を 塞い で 使用し な い で く だ さ い 。

◆◆ 濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら な い で く だ さ い 。濡れた 手で コ ン セ ン ト に さ わ ら な い で く だ さ い 。

◆◆ 雷発生時は 、雷発生時は 、 本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し な い で く だ さ い 。本製品に 触れた り 周辺機器の 接続を し た り し な い で く だ さ い 。

◆◆ 設置、設置、 移動の 時は 電源プ ラ グ を 抜き 、移動の 時は 電源プ ラ グ を 抜き 、 周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。周辺機器の 接続を 切り 離し て く だ さ い 。

万一、万一、 発熱を 感じ た り 、発熱を 感じ た り 、 煙が 出て い た り 、煙が 出て い た り 、 変なに お い が す る など の 異常を 確認し た 場合は、変なに お い が す る など の 異常を 確認し た 場合は、

直ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。直ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お 買い あ げ の 販売店に ご 連絡下さ い 。

有寿命部品に 関す る 保証規定有寿命部品に 関す る 保証規定

本製品に 付属、本製品に 付属、 ま た は、ま た は、 別売の別売の ACAC ア ダ プ タ は 、ア ダ プ タ は 、 有寿命部品で す有寿命部品で す 。。 使用時間の 経過に 伴っ て使用時間の 経過に 伴っ て

摩耗、摩耗、 劣化等が 進行し 、劣化等が 進行し 、 動作が 不安定に な る 場合が あ り ま す の で 、動作が 不安定に な る 場合が あ り ま す の で 、 本製品を 安定し て お 使い本製品を 安定し て お 使い

い た だ く た め に は 、い た だ く た め に は 、 一定の 期間で 交換が 必要一定の 期間で 交換が 必要と なり ま す 。と なり ま す 。 特に 長時間連続し て 使用す る 場合特に 長時間連続し て 使用す る 場合

に は 、に は 、 早期の 部品交換が 必要で す 。早期の 部品交換が 必要で す 。

有寿命部品の 交換時期の 目安は 、有寿命部品の 交換時期の 目安は 、 使用頻度や 使用環境使用頻度や 使用環境((温湿度な ど温湿度な ど ))等の 条件に よ り 異な り ま等の 条件に よ り 異な り ま

す が 、す が 、 通常の ご 使用で 約通常の ご 使用で 約 33 年で す 。年で す 。 こ の 目安は 、こ の 目安は 、 期間中に 故障し ない こ と や 無償交換を お 約期間中に 故障し ない こ と や 無償交換を お 約

束す る も の で は あ り ま せ ん 。束す る も の で は あ り ま せ ん 。

摩耗や 劣化等に よ る 有寿命部品の 交換は、摩耗や 劣化等に よ る 有寿命部品の 交換は、 保証期間内保証期間内((当社発送か ら当社発送か ら 11 年年))に お い て は原則的に お い て は原則的

に 無償交換を 行い ま す が 、に 無償交換を 行い ま す が 、 劣悪環境で の 稼動、劣悪環境で の 稼動、 落雷な ど 外部要因に 起因す る 故障な ど の 場合落雷な ど 外部要因に 起因す る 故障な ど の 場合

は、は、 標準保証の 対象外と な り 、標準保証の 対象外と な り 、 製品保証期間内で あ っ て も 有償交換と な り ま す 。製品保証期間内で あ っ て も 有償交換と な り ま す 。

ACAC ア ダ プ タ は 社外購入品に つ き 、ア ダ プ タ は 社外購入品に つ き 、 代替品代替品と の 交換と の 交換に て 修理に 代え さ せ て い た だ き ま す 。に て 修理に 代え さ せ て い た だ き ま す 。

ま た 、ま た 、 保証期間経過後も 、保証期間経過後も 、 代替品の 有償交換を さ せ て い た だ き ま す 。代替品の 有償交換を さ せ て い た だ き ま す 。

尚、尚、 本体同様Ａ Ｃ ア ダ プ タ の 故障ま た は そ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、本体同様Ａ Ｃ ア ダ プ タ の 故障ま た は そ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、 間接の 障害に つ い て間接の 障害に つ い て

も 当社は そ の 責任を 負わ な い も の と し ま す 。も 当社は そ の 責任を 負わ な い も の と し ま す 。
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序　 章　 はじ め に序　 章　 はじ め に

序　 章序　 章　 は じ め に　 は じ め に

序－１ 　 梱包内容の 確認序－１ 　 梱包内容の 確認

Enet-RVEnet-RV に は以下の 品目が 含ま れま す 。に は以下の 品目が 含ま れま す 。 品目数量を ご 確認下さ い 。品目数量を ご 確認下さ い 。

不足が あ る 場合は、不足が あ る 場合は、 弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。弊社営業部ま で ご 連絡下さ い 。

◆◆ Enet-RVEnet-RV 本体本体 １ 台１ 台

◆◆ ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ １ 個１ 個

Enet-RVEnet-RV 専用の専用の ACAC ア ダ プ タ で す 。ア ダ プ タ で す 。

◆◆ 対応調歩同期用対応調歩同期用 RS232CRS232C ク ロ ス ケ ー ブ ルク ロ ス ケ ー ブ ル １ 本１ 本

両端に両端に Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス を 持つピ ン メ ス を 持つ RS232CRS232C の ク ロ ス ケ ー ブ ル で す 。の ク ロ ス ケ ー ブ ル で す 。

Enet-RVEnet-RV と 端末機器と の 接続に 使用し ま す 。と 端末機器と の 接続に 使用し ま す 。

◆◆ Enet-RVEnet-RV ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル 本誌本誌 １ 冊１ 冊

◆◆ タ ー ミ ナ ル ソ フ トタ ー ミ ナ ル ソ フ ト TERM WINTERM WIN   CD-R   CD-R １ 枚１ 枚

こ の ソ フ ト で 条件設定、こ の ソ フ ト で 条件設定、 簡単な動作確認が 可能で す 。簡単な動作確認が 可能で す 。

使用方法は本誌巻末を ご 参照く だ さ い 。使用方法は本誌巻末を ご 参照く だ さ い 。

◆◆ Data-link Com InstallerData-link Com Installer   CD-R   CD-R １ 枚１ 枚

疑似疑似 EthernetEthernet//COMCOM ポ ー ト 通信プ ロ グ ラ ム で す 。ポ ー ト 通信プ ロ グ ラ ム で す 。

◆◆ Data-link Com InstallerData-link Com Installer ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル １ 冊１ 冊

◆◆ 調歩同期式調歩同期式RS232CRS232C 機器は、機器は、Enet-RVEnet-RVを 介し てを 介し て UNIXUNIXマ シ ン 等と ネ ッ ト ワ ー ク 通マ シ ン 等と ネ ッ ト ワ ー ク 通

信す る こ と が で き ま す 。信す る こ と が で き ま す 。

◆◆ イ －サ ネ ッ ト は、イ －サ ネ ッ ト は、 10BaseT10BaseTま た はま た は 100BaseTx100BaseTx に 対応し て い ま す 。に 対応し て い ま す 。 接続に 合わ せ接続に 合わ せ

て 自動認識を 行い ま す 。て 自動認識を 行い ま す 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト 側は、イ ー サ ネ ッ ト 側は、 TCPTCP//IPIP、、 UDPUDP、、 ARPARP、、 TELNETTELNET※※ 11 を 内部に 標準で 搭載し て いを 内部に 標準で 搭載し て い

ま す 。ま す 。

ネ ッ ト ワ ー ク 通信は、ネ ッ ト ワ ー ク 通信は、 TCPTCP//IPｿｹｯﾄIPｿｹｯﾄあ る い はあ る い は UDPUDP 等を 用い て等を 用い て Enet-RVEnet-RV と 通信をと 通信を

行い ま す 。行い ま す 。

◆◆ TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン の 開設／終了は、コ ネ ク シ ョ ン の 開設／終了は、Enet-RVEnet-RV側／ホ ス ト 側の ど ち ら か ら も 可側／ホ ス ト 側の ど ち ら か ら も 可

能で す 。能で す 。

序－２ 　 本機の 特徴序－２ 　 本機の 特徴
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序　 章　 はじ め に序　 章　 はじ め に

イ ー サ ネ ッ ト

UNIXマ シ ン

WindowsXP等の

ネ ッ ト ワ ー ク 機器

RS232C

10/100Base

ハブ

RS232C相手機器

Enet-RV

他の Enet

シ リ ー ズ

端末機器等

イ ー サ ネ ッ ト

RS232C

10/100Base

ハブ

RS232C相手機器

Enet-RV

序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み 方序－３ 　 こ の マ ニ ュ ア ル の 読み 方

初め て初め て Enet-RVEnet-RV を ご 使用に な る 場合は、を ご 使用に な る 場合は、 こ の マ ニ ュ ア ル を 次の 順に 読みなが ら 実行こ の マ ニ ュ ア ル を 次の 順に 読みなが ら 実行

し て 下さ い 。し て 下さ い 。

Enet-RVEnet-RV は使用に 先立ち 、は使用に 先立ち 、 １ 台１ 台に 設定を 行っ て か ら で ない と 動作し ま せ ん の で 、１ 台１ 台に 設定を 行っ て か ら で ない と 動作し ま せ ん の で 、

必ず 下記の 手順を 実行し て 下さ い 。必ず 下記の 手順を 実行し て 下さ い 。

[第2章 簡単な 通信テ ス ト ]を 参照に し て 2点間の 物理的な 接続を 確認し ま す。

[第3章 伝送仕様に つ い て ] [第4章 コ マ ン ド と リ ザ ル ト ] を よ く お 読み頂い

た 上で シ ス テ ム 構成で 必要な設定を 行い ま す 。

[第1章 通信を 行う 前の 準備]を 参照に し て Enet-RVに 動作条件を 設定し ま す。

[第6章 使用例] を 参照に し て 実際の 通信を 行い ま す。 RS232C機器を 接続

時に は [第7章 物理的仕様] の 中に RS232Cケ ー ブ ル 接続の 例が あ り ま すの

で 接続機器に 合わせた ケ ー ブ ル を ご 利用下さ い 。

◆◆ 通信条件、通信条件、イ ー サ ネ ッ ト 関係の ア ド レ ス 等は、イ ー サ ネ ッ ト 関係の ア ド レ ス 等は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 対話式に 設定プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 対話式に 設定

が 可能で す 。が 可能で す 。 こ れら の 条件設定は、こ れら の 条件設定は、 EEPROM (EEPROM (電気的消去、電気的消去、 編集可能編集可能) ) に 記憶さに 記憶さ

せ ま す 。せ ま す 。 設定は 、設定は 、 RS232CRS232C チ ャ ン ネ ル と タ ー ミ ナ ル ソ フ ト を 使用し た 方法とチ ャ ン ネ ル と タ ー ミ ナ ル ソ フ ト を 使用し た 方法と

TELNET LOGINTELNET LOGIN に よ る 方法が 可能で す 。に よ る 方法が 可能で す 。

※※ 11：： ネ ッ ト ワ ー ク 端末よ りネ ッ ト ワ ー ク 端末よ り Enet-RVEnet-RV に 対し てに 対し て TELNETTELNET　　 LOGINLOGIN を 行う 事でを 行う 事で

Enet-RVEnet-RV の 設定値変更／の 設定値変更／ Enet-RVEnet-RV の 再起動が 可能で す 。の 再起動が 可能で す 。
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序　 章　 はじ め に序　 章　 はじ め に

序－４ 　 各部の 名称と 働き序－４ 　 各部の 名称と 働き  (LE D (LE D とと SW )SW )

Enet-RV
Ethernet/RS232C Converter

PROG
PROG/
Connect

Ethernet

PRO G

PR O G /C o n n e c t
E th e n e t

R S2 3 2 C

R S2 3 2 C D su b 9 ピ ン オ ス

( D TE 配列)

止め ネ ジ # 4 -4 0 イ ン チ メ ス ネ ジ

Data-Link Co｡,Ltd.

r e wo P RS232C

D C I N ジ ャ ッ ク

電源投入時、 押下し て い る と 、
通信条件固定の プ ロ グ ラ ム モ ー

ド か ら 起動す る

TC P/I P開設、 U D P接続時に 緑で
点灯、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 時に 、
赤で 点灯

R J4 5 コ ネ ク タ

TC P/I Pま た は U D Pパ ケ ッ ト の

受信で 黄点滅

E th e rn e t L i n k 確立で 緑点灯

取付用ネ ジ 穴( ネ ジ は 添付さ れ
て い ま せ ん 。 )
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序　 章　 はじ め に序　 章　 はじ め に

◆◆ TCP/I PTCP/I P チ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル ：：

イ ー サ ネ ッ ト に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称イ ー サ ネ ッ ト に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称

◆◆ RS232CRS232Cチ ャ ン ネ ルチ ャ ン ネ ル ：：

RS232CRS232C 機器に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称機器に 接続さ れる チ ャ ン ネ ル も し く はコ ネ ク タ 部の 総称

◆◆ 自機自機：：

Enet-RVEnet-RV と 端末機器を 一体と し た ネ ッ ト ワ ー ク 上の 識別単位と 端末機器を 一体と し た ネ ッ ト ワ ー ク 上の 識別単位

◆◆ 相手機器相手機器：：

Enet-RVEnet-RV とと TCP/IPTCP/IP ソ ケ ッ ト 通信に よ っ て 、ソ ケ ッ ト 通信に よ っ て 、 イ ー サ ネ ッ ト を 介し てイ ー サ ネ ッ ト を 介し て

ネ ッ ト ワ ー ク 通信す る サ ー バ を 含む 通信相手機器の 総称ネ ッ ト ワ ー ク 通信す る サ ー バ を 含む 通信相手機器の 総称

◆◆ 端末機器端末機器：：

RS232CRS232C に 接続さ れる 端末機器の 総称に 接続さ れる 端末機器の 総称

◆◆ EEPROMEEPROM：：

電気的消去、電気的消去、 編集可能な編集可能な ROMROM。。 パ ソ コ ン 等で メ モ リ ス イ ッ チ 等に 使用さ れて いパ ソ コ ン 等で メ モ リ ス イ ッ チ 等に 使用さ れて い

るる ICIC の 名称の 名称

◆◆ TERM WINTERM WIN：：

添付さ れて い る ソ フ ト はパ ソ コ ン を 使用し て添付さ れて い る ソ フ ト はパ ソ コ ン を 使用し て Enet-RVEnet-RVの プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 実の プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 実

行す る 為に 、行す る 為に 、 使用し ま す 。使用し ま す 。 ま た 、ま た 、 通信テ ス ト に も 使用し ま す 。通信テ ス ト に も 使用し ま す 。

キ ー 入力がキ ー 入力が RS232CRS232C に 出力さ れ、に 出力さ れ、 RS232CRS232C か ら の 入力は画面に 表示さ れま す 。か ら の 入力は画面に 表示さ れま す 。

◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド ：：

プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、 各種条件を 設定す る 際の各種条件を 設定す る 際の Enet-RVEnet-RV の 状態を 言い ま す 。の 状態を 言い ま す 。

ネ ッ ト ワ ー ク 関係の ア ド レ ス やネ ッ ト ワ ー ク 関係の ア ド レ ス や RS232CRS232Cの 通信条件等は、の 通信条件等は、利用に 先立ち 一度プ ロ利用に 先立ち 一度プ ロ

グ ラ ム モ ー ド で 設定を 行う 必要が あ り ま す 、グ ラ ム モ ー ド で 設定を 行う 必要が あ り ま す 、不揮発性メ モ リ に 記憶さ れる 為、不揮発性メ モ リ に 記憶さ れる 為、そそ

の 後は電源を 入れる だ け で 設定さ れた 条件で 動作し ま す 。の 後は電源を 入れる だ け で 設定さ れた 条件で 動作し ま す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 実行に は以下の ２ 通り の 方法が あ り ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 実行に は以下の ２ 通り の 方法が あ り ま す 。

　　 1)1) Enet-RVEnet-RV のの RS232CRS232C ポ ー ト を 使用し て 、ポ ー ト を 使用し て 、 RS232CRS232C ポ ー ト を 持つ パ ソポ ー ト を 持つ パ ソ

コ ン ＋タ ー ミ ナ ル ソ フ ト で 設定を 行う 方法。コ ン ＋タ ー ミ ナ ル ソ フ ト で 設定を 行う 方法。

　　 2)2) Enet-RVEnet-RV の イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て 、の イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て 、 TELNETTELNET が 起動可能なが 起動可能な

端末よ り 設端末よ り 設  定を 行う 方法。定を 行う 方法。

◆◆ LFCR   ：：

キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン  (0Dh)  (0Dh) 、、 ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド  (0Ah)  (0Ah) のの 22 バ イ ト 。バ イ ト 。

コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、リ ザ ル ト の 文字列の 説明等で こ の 文字が あ る 場合、リ ザ ル ト の 文字列の 説明等で こ の 文字が あ る 場合、 LFCR     のの 22バ イ ト がバ イ ト が

付加さ れて い ま す 。付加さ れて い ま す 。

序－５ 　 本書で 使わ れ る 用語序－５ 　 本書で 使わ れ る 用語
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第１ 章　 通信を 行う 前の 準備第１ 章　 通信を 行う 前の 準備

  第１ 章第１ 章　 通信を 行う 前の 準備　 通信を 行う 前の 準備

１ －１ 　 電源の 投入１ －１ 　 電源の 投入

添付の添付の ACAC ア ダ プ タ を 差し 込む と 電源投入と なり ま す 。ア ダ プ タ を 差し 込む と 電源投入と なり ま す 。

ま た 、ま た 、 PROGPROG とと PACKETPACKETのの LEDLED が 緑で 点滅し ま す 。が 緑で 点滅し ま す 。

PROGと PACKETの LEDは 消灯し ま す

プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、 各種設定を

行ない ま す

正常な 場合 異常な 場合

弊社ユ －ザ サ ポ ー ト 課へ ご 連絡下

さ い

PROGま た は PACKETの LEDが 全く

点滅し ない

ま た は 点灯し た ま ま と なり ま す

１ －２ 　 通信条件の 設定を 行う１ －２ 　 通信条件の 設定を 行う （ プ ロ グ ラ ム モ ー ド ）（ プ ロ グ ラ ム モ ー ド ）

Enet-RVEnet-RV は、は、 各種通信条件、各種通信条件、 相手機器の ア ド レ ス 等を相手機器の ア ド レ ス 等を EEPROMEEPROM に 記録し て 、に 記録し て 、 そ のそ の

設定条件で 動作し ま す 。設定条件で 動作し ま す 。 従っ て 、従っ て 、 ご 利用前に 、ご 利用前に 、 各種条件を各種条件を EEPROMEEPROM に 予め 設定し てに 予め 設定し て

お く 必要が 有り ま す 。お く 必要が 有り ま す 。 プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド と は、 EEPROMEEPROM へ の 編集、へ の 編集、 書き 込み作業を書き 込み作業を

行う モ ー ド で す 。行う モ ー ド で す 。

EEPROMEEPROM は、は、 電源を 切っ て も そ の 内容が 消去さ れる こ と はあ り ま せ ん 。電源を 切っ て も そ の 内容が 消去さ れる こ と はあ り ま せ ん 。 再度、再度、 電源電源

投入し た 後、投入し た 後、設定さ れた 内容で 動作し ま す 。設定さ れた 内容で 動作し ま す 。EEPROMEEPROMへ の 書き 込み繰り 返し 寿命は、へ の 書き 込み繰り 返し 寿命は、

約約1010 万回で す 。万回で す 。 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了時に 、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了時に 、 一括し て 書き 込みを 行い ま す の で 、一括し て 書き 込みを 行い ま す の で 、 通通

常の 使用で は充分の 回数で す 。常の 使用で は充分の 回数で す 。

EEPROMEEPROM へ の 書き 込みは以下の ２ つ の 方法が 可能で す 。へ の 書き 込みは以下の ２ つ の 方法が 可能で す 。

　 ◆　 ◆ Enet-RVEnet-RVの シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用し て タ ー ミ ナ ル 機能を 持つ 端末機器の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用し て タ ー ミ ナ ル 機能を 持つ 端末機器

((パ ソ コ ン 等パ ソ コ ン 等) ) を 使用す る 方法。を 使用す る 方法。

　 ◆　 ◆ Enet-RVEnet-RVの イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し ての イ ー サ ネ ッ ト ポ ー ト を 使用し て TELNETTELNETが 使用可能な端末機器が 使用可能な端末機器

か ら 書き 込みを 行う 方法。か ら 書き 込みを 行う 方法。

※※ ど ち ら の 方法も プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 対話的に 編集す る 事が 可能で す 。ど ち ら の 方法も プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 対話的に 編集す る 事が 可能で す 。

１ －２ －１１ －２ －１     プ ロ グ ラ ム モ ー ド と はプ ロ グ ラ ム モ ー ド と は

メ 　 モメ 　 モ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合で 端末機器がシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用す る 場合で 端末機器がWW iindowsndowsの 環境下に あ るの 環境下に あ る

場合は 、場合は 、 添付の添付の TERM WINTERM WIN が 使用で き ま す 。が 使用で き ま す 。 端末機器に端末機器に WW iind ows98nd ows98，，

Me,NT,XPMe,NT,XP が イ ン ス ト ー ル さ れて い れば、が イ ン ス ト ー ル さ れて い れば、 WW iin-n-dowsdows のの HH yyperterm ina lp erterm ina l等等

で も プ ロ グ ラ ム モ ー ド は実行可能で す 。で も プ ロ グ ラ ム モ ー ド は実行可能で す 。 出荷時の 通信条件は、出荷時の 通信条件は、 BPSBPS== 96009600

デ ー タ 長デ ー タ 長 == 8ﾋﾞ ｯﾄ8ﾋﾞ ｯﾄ  STOPSTOP== 11  パ リ テ ィパ リ テ ィ == 無し で す 。無し で す 。
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１ －２ －２ 　 パ ソ コ ン と 本機を 接続す る１ －２ －２ 　 パ ソ コ ン と 本機を 接続す る

◆TELNETを 使用する 場合◆シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル を 使用する 場合

Enet-RV

ACア ダ プ タ

9ピ ン ク ロ ス ケ ー ブ ル

DOS/V機

WindowsPC

TERM WIN CD-R

イ ー サ ネ ッ ト

TELNETが 実行可能な 端末機器

Enet-RV

ご 注意ご 注意 変更内容を変更内容を EEPROMEEPROM に 書き 込む に はに 書き 込む に は約１ 秒約１ 秒か か り ま す 。か か り ま す 。 こ の 間に 電源をこ の 間に 電源を

落と し ま す と 設定内容が 壊れ る 可能性が あ り ま す 。落と し ま す と 設定内容が 壊れ る 可能性が あ り ま す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了後に 電源を 落と す 場合は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了後に 電源を 落と す 場合は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了メ ップ ロ グ ラ ム モ ー ド 終了メ ッ

セ ー ジ 確認後、セ ー ジ 確認後、 必ず必ず １ 秒以上１ 秒以上時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。時間を 置い て か ら 電源を 落と し て く だ さ い 。

◆◆ 入り 方入り 方

詳細は、詳細は、 11--33--11，， 11--33--22，， 11--33--33 を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

正し く プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る と 、正し く プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る と 、 パ ソ コ ン 画面ま た はパ ソ コ ン 画面ま た は TELNETTELNET端末に は、端末に は、

*** *** PROGRAM MODEPROGRAM MODE *** *** LFCR   が送信さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入っ た 事を 知ら せが送信さ れプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入っ た 事を 知ら せ

ま す 。ま す 。 こ の 時、こ の 時、 PROG LEDPROG LED が 赤く 点灯し ま す 。が 赤く 点灯し ま す 。 こ の 状態が プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、こ の 状態が プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 、

終了の 操作を 行っ て 通常状態に 戻る ま で 続き ま す 。終了の 操作を 行っ て 通常状態に 戻る ま で 続き ま す 。

◆◆ 終了方法終了方法

ENDEND LFCR   を 送出し 、を 送出し 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。

Enet-RVEnet-RV は、は、 ENDEND LFCR   を 受信す る と 以下の よ う なメ ッ セ ー ジ を 返送し ま す 。を 受信す る と 以下の よ う なメ ッ セ ー ジ を 返送し ま す 。

11:: Update and RebootUpdate and Reboot 設定変更値を 更新し て設定変更値を 更新し て Enet-RVEnet-RV を 再起動しを 再起動し TELNETTELNET

セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

22:: Quit and RebootQuit and Reboot 設定変更を 破棄し て設定変更を 破棄し て Enet-RVEnet-RV を 再起動しを 再起動し TELNETTELNET

セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

33:: Update and QuitUpdate and Quit 設定変更を 行い設定変更を 行い TELNETTELNET セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

44:: QuitQuit 設定変更を 破棄し て設定変更を 破棄し て TELNETTELNETセ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

Select numberSelect number::

処理番号＋エ ン タ ー キ ー の 入力後、処理番号＋エ ン タ ー キ ー の 入力後、*** *** PROGRAM ENDPROGRAM END *** *** LFCR   を 返送し て プ ロ グを 返送し て プ ロ グ

ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。ラ ム モ ー ド を 終了し ま す 。

１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の 入り 方、１ －３ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド へ の 入り 方、 終了方法終了方法
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パ ソ コ ン を タ ー ミ ナ ル と し て 準備し た ら 、パ ソ コ ン を タ ー ミ ナ ル と し て 準備し た ら 、PROG SWPROG SW を 押し なが らを 押し なが ら Enet-RVEnet-RVの 電源の 電源

を 投入し て 下さ い 。を 投入し て 下さ い 。

こ の 時の 、こ の 時の 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 通信条件は固定で す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 通信条件は固定で す 。

通信速度通信速度：： 9600bps 9600bps デ ー タ 長デ ー タ 長：： 88 ビ ッ トビ ッ ト   ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト ：： 11 ビ ッ トビ ッ ト   パ リ テ ィパ リ テ ィ ：： 無し無し

端末機器の 通信条件を 上記に 合わ せ て 使用し て 下さ い 。端末機器の 通信条件を 上記に 合わ せ て 使用し て 下さ い 。

こ の 方法は、こ の 方法は、 次の 様な場合に 有効で す 。次の 様な場合に 有効で す 。

◆◆ コ マ ン ド 無効の 設定を 行っ た あ と で 、コ マ ン ド 無効の 設定を 行っ た あ と で 、 変更の 必要が 発生し た 。変更の 必要が 発生し た 。

◆◆ 通信条件の 設定を 忘れて し ま っ た 。通信条件の 設定を 忘れて し ま っ た 。

１ －３ －１ 　１ －３ －１ 　 PR O GPR O G 　　 SWSW に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設中など の 状態で はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ は入れま せ ん 。コ ネ ク シ ョ ン 開設中など の 状態で はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ は入れま せ ん 。

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ @PROG @PROG LFCR   コ マ ン ド を 送出す る 事で プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入コ マ ン ド を 送出す る 事で プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入

り ま す 。り ま す 。 コ マ ン ド の 認識お よ び プ ロ グ ラ ム モ ー ド 時の 通信条件は、コ マ ン ド の 認識お よ び プ ロ グ ラ ム モ ー ド 時の 通信条件は、 現在設定さ れて現在設定さ れて

い る 通信条件と なり ま す 。い る 通信条件と なり ま す 。

１ －３ －２ 　 コ マ ン ド に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド１ －３ －２ 　 コ マ ン ド に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

１ －３ －３ 　１ －３ －３ 　 TE LN E TTE LN E T に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ドに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド

ご 注意ご 注意 Enet-RVEnet-RV のの IPIP ア ド レ ス はデ フ ォ ル ト でア ド レ ス はデ フ ォ ル ト で 192.168.0.10192.168.0.10 と なっ て い ま す 。と なっ て い ま す 。

Enet-RVEnet-RVを 接続する ネ ッ ト ワ ー ク が 上記ア ド レ ス の ま ま 使用し て も 問題がを 接続する ネ ッ ト ワ ー ク が 上記ア ド レ ス の ま ま 使用し て も 問題が

ない 事を 確認し て 下さ い 。ない 事を 確認し て 下さ い 。 　 以下の 様な場合に はそ の ま ま の　 以下の 様な場合に はそ の ま ま の IPIPア ド レ ス でア ド レ ス で

TELNETTELNET通信を 行う と 問題が 発生す る 可能性が あ り ま す 。通信を 行う と 問題が 発生す る 可能性が あ り ま す 。

　 　 　 　　 　 　 　

　 ◆　 ◆ 接続する ネッ ト ワ ーク の ア ド レ ス 空間が上記デ フ ォ ル ト と 異なる 場合。接続する ネッ ト ワ ーク の ア ド レ ス 空間が上記デ フ ォ ル ト と 異なる 場合。

　 ◆　 ◆ 既に デ フ ォ ル ト の ア ド レ ス が 他の 機器で 使用さ れて い る 場合。既に デ フ ォ ル ト の ア ド レ ス が 他の 機器で 使用さ れて い る 場合。

こ の よ う な場合は、こ の よ う な場合は、 一度、一度、 前述前述11--33--11、、11--3-23-2 の 方法に て 使用可能なの 方法に て 使用可能な IPIPア ドア ド

レ ス を 設定し た 後に 行う か 、レ ス を 設定し た 後に 行う か 、 影響の ない セ グ メ ン ト 内で影響の ない セ グ メ ン ト 内で TELNETTELNETに よ る 設に よ る 設

定変更を 行い ま す 。定変更を 行い ま す 。

　 　 　 　　 　 　 　 ((例例：： Enet-RVEnet-RV と 端末の ２ 台の みを イ ー サ ネ ッ ト 接続す る 。と 端末の ２ 台の みを イ ー サ ネ ッ ト 接続す る 。))

イ ー サ ネ ッ ト を 介し てイ ー サ ネ ッ ト を 介し て Enet-RVEnet-RVとと TELNETTELNET通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド に通信可能な端末よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド に

入り ま す 。入り ま す 。

TCPTCP//IPIPコ ネク ショ ン 開設中やデータ 通信中でも プ ロ グ ラ ムモ ード へ入る 事が可能です。コ ネク ショ ン 開設中やデータ 通信中でも プ ロ グ ラ ムモ ード へ入る 事が可能です。
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log in:log in:にに Enet-RVEnet-RVで 設定で 設定 ( (後述プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定項目参照後述プ ロ グ ラ ム モ ー ド 設定項目参照) ) さ れた ユ ー ザ ー 名をさ れた ユ ー ザ ー 名を

入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。

デ フ ォ ル ト の ユ ー ザ ー 名はデ フ ォ ル ト の ユ ー ザ ー 名は EnetEnetで す 。で す 。

正し い パ ス ワ ー ド が 入力さ れる と正し い パ ス ワ ー ド が 入力さ れる と Password :Password :と 表示さ れま す の で 、と 表示さ れま す の で 、プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド

で 設定さ れた パ ス ワ ー ド を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。で 設定さ れた パ ス ワ ー ド を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。

正し い パ ス ワ ー ド が 入力さ れる と正し い パ ス ワ ー ド が 入力さ れる と *** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   が 表示さ れプ ロ グが 表示さ れプ ロ グ

ラ ム モ ー ド に 入り ま す 。ラ ム モ ー ド に 入り ま す 。

誤っ た パ ス ワ ー ド を 入力し た 場合は、誤っ た パ ス ワ ー ド を 入力し た 場合は、 以下の 様なメ ッ セ ー ジ が 表示さ れユ ー ザ ー 名以下の 様なメ ッ セ ー ジ が 表示さ れユ ー ザ ー 名

の 再入力と なり ま す 。の 再入力と なり ま す 。

Log in  in co rrec tLog in  in co rrec t

log inlog in::

プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ た 後の 設定変更等の 操作は、プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入っ た 後の 設定変更等の 操作は、前述前述11--33--1,11,1--33--22と 同様で す 。と 同様で す 。

後述後述 [1 [1--44 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法] [1] [1--55 設定項目の 解説設定項目の 解説] ] を 参照し てを 参照し て

下さ い 。下さ い 。

以下に以下に WindowsXPWindowsXP で ので の TELNET Log inTELNET Log in の 例を あ げ ま す 。の 例を あ げ ま す 。

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト よ り 以下の コ マ ン ド を 入力し ま す 。コ マ ン ド プ ロ ン プ ト よ り 以下の コ マ ン ド を 入力し ま す 。

C : ¥W IN DO W S> te ln e t 1 92 . 1 68 . 0 . 1 0C : ¥W IN DO W S> te ln e t 1 92 . 1 68 . 0 . 1 0

TELNETTELNET接続さ れて 以下の よ う な画面と なり ま す 。接続さ れて 以下の よ う な画面と なり ま す 。
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◆◆ TELNETTELNETに よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 終了に よ る プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 終了

TELNETTELNETに よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る 場合は、に よ り プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る 場合は、 他の 方法と 同様に他の 方法と 同様に ENDEND

(end) (end) LFCR   を 入力し ま す 。を 入力し ま す 。

以下の 様なメ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。以下の 様なメ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。 他の 場合と 同様で す 。他の 場合と 同様で す 。

11:: Update and RebootUpdate and Reboot 設定変更値を 更新し て設定変更値を 更新し て Enet-RVEnet-RV を 再起動しを 再起動し TELNETTELNET

セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

22:: Quit and RebootQuit and Reboot 設定変更を 破棄し て設定変更を 破棄し て Enet-RVEnet-RV を 再起動しを 再起動し TELNETTELNET

セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

33:: Update and QuitUpdate and Quit 設定変更を 行い設定変更を 行い TELNETTELNET セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

44:: QuitQuit 設定変更を 破棄し て設定変更を 破棄し て TELNETTELNETセ ッ シ ョ ン を 終わ る 。セ ッ シ ョ ン を 終わ る 。

Select numberSelect number::

11 ～～ 22 を 選択時点でを 選択時点で TCPTCP//IPIP デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い る 場合に 下記デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い る 場合に 下記

メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。 デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い ない 場合は、デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン が 開か れて い ない 場合は、

選択さ れた 処理が 行わ れま す 。選択さ れた 処理が 行わ れま す 。

WarningWarning ::  Under communication running Under communication running

11:: Ok  2Ok  2:: CancelCancel　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Select numberSelect number::

Select numberSelect number の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。の 所に 行い た い 処理の 番号を 入力し エ ン タ ー キ ー を 押し ま す 。

11 を 入力の 場合は、を 入力の 場合は、 デ ー タ 通信の 有無に 関わ ら ず 、デ ー タ 通信の 有無に 関わ ら ず 、 前述で 選択さ れた前述で 選択さ れた 11 ～～ 33 のの

処理を 行い ま す 。処理を 行い ま す 。

22 を 選択の 場合は、を 選択の 場合は、 再度再度 11 ～～ 44 の 選択メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。の 選択メ ッ セ ー ジ が 表示さ れま す 。

ご 注意ご 注意 11～～33の 番号の 処理を 実行し た 場合、の 番号の 処理を 実行し た 場合、プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 設定変更し た 値プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 設定変更し た 値

が 書き 変わ っ た り 、が 書き 変わ っ た り 、 Enet-RVEnet-RV が 再起動し ま す 。が 再起動し ま す 。

こ の 場合に は、こ の 場合に は、TCPTCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン 中の デ ー タ 通信用ポ ー ト の 状態が 維持コ ネ ク シ ョ ン 中の デ ー タ 通信用ポ ー ト の 状態が 維持

出来なく なり ま す 。出来なく なり ま す 。 ( (イ ー サ ネ ッ ト チ ャ ン ネ ル 、イ ー サ ネ ッ ト チ ャ ン ネ ル 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 共にシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 共に ))

よ っ て 現在コ ネ ク シ ョ ン 中の 場合、よ っ て 現在コ ネ ク シ ョ ン 中の 場合、 強制終了さ れま す 。強制終了さ れま す 。

ま た 、ま た 、再起動が 行わ れた 場合は再起動が 行わ れた 場合は Enet-RVEnet-RVの 電源再投入と 同じ 動作と なり まの 電源再投入と 同じ 動作と なり ま

す 。す 。 11 ～～ 33 を 選択す る 場合は、を 選択す る 場合は、 現在の デ ー タ 通信状態が 破棄さ れる 事現在の デ ー タ 通信状態が 破棄さ れる 事を ごを ご

承知の 上で 、承知の 上で 、 注意し て 行っ て 下さ い 。注意し て 行っ て 下さ い 。

※※ TELNETTELNETセ ッ シ ョ ン を 終了の 際に 、セ ッ シ ョ ン を 終了の 際に 、 Telnet Logout Telnet Logout LFCR   の メ ッ セ ー ジ が 表示さ れの メ ッ セ ー ジ が 表示さ れ

ま す 。ま す 。
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１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法１ －４ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド 状態で の 設定方法

◆◆ 設定変更の 方法は　 ○○設定変更の 方法は　 ○○ == ○○○○○○  (  (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ) )   が 基本で す 。が 基本で す 。

画面表示し て い る 書式と 同じ よ う に キ ー 入力し ま す 。画面表示し て い る 書式と 同じ よ う に キ ー 入力し ま す 。

エ ン タ ー キ ー は、エ ン タ ー キ ー は、 端末の端末の EnterEnter キ ー を 押す こ と を 表し て い ま す 。キ ー を 押す こ と を 表し て い ま す 。

ASCIIASCII コ ー ド の 英大文字コ ー ド の 英大文字 ,, 英小文字英小文字 ,, 数字数字 ,, 記号を 使用し ま す 。記号を 使用し ま す 。

例例)) 通信速度の 変更例　通信速度の 変更例　 19200bps19200bps に 変更す る 。に 変更す る 。

 B=19200  B=19200  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ) ) ま た は　ま た は　 b=19200 b=19200  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ))

((プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る ま で 通信条件は変わ り ま せ ん 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド を 終了す る ま で 通信条件は変わ り ま せ ん 。))

◆◆ も し 誤っ た 書式や 設定で き ない 値を 入力し た 場合は？？を 返し ま す 。も し 誤っ た 書式や 設定で き ない 値を 入力し た 場合は？？を 返し ま す 。

設定が 正し い 場合は、設定が 正し い 場合は、 OK OK LFCR   を 返し ま す 。を 返し ま す 。

◆◆ エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー  ( (直前に 文字を 打た ず に直前に 文字を 打た ず に EnterEnter キ ー の みキ ー の み) ) を 押す と 、を 押す と 、 現在の 設定値現在の 設定値

ペ ー ジ ま た は次の 設定値ペ ー ジ を 表示し ま す 。ペ ー ジ ま た は次の 設定値ペ ー ジ を 表示し ま す 。

事前に 変更入力が あ っ た 場合事前に 変更入力が あ っ た 場合 →　 変更入力さ れた 項目の ペ ー ジ を 表示→　 変更入力さ れた 項目の ペ ー ジ を 表示

事前に 変更入力が 無い 場合　事前に 変更入力が 無い 場合　 →　 現在表示の 次の ペ ー ジ を 表示→　 現在表示の 次の ペ ー ジ を 表示

◆◆ 設定画面の ペ ー ジ は全部で設定画面の ペ ー ジ は全部で 44 ペ ー ジ あ り ま す 。ペ ー ジ あ り ま す 。

表示ペ ー ジ を 変え る に は、表示ペ ー ジ を 変え る に は、前述の エ ン タ ー キ ー に よ る 方法の 他に ペ ー ジ 番号指定前述の エ ン タ ー キ ー に よ る 方法の 他に ペ ー ジ 番号指定

に よ る 方法が あ り ま す 。に よ る 方法が あ り ま す 。

例例)) 2 2  ( (エ ン タ ー キ ーエ ン タ ー キ ー ) ) ＝＝ ( (２ ペ ー ジ 目を 表示す る２ ペ ー ジ 目を 表示す る ))

１ －４ －１ 　 基本的な 操作方法１ －４ －１ 　 基本的な 操作方法
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*** PROGRAM MODE *** *** PROGRAM MODE *** LFCR   の 表示後、の 表示後、エ ン タ ー キ ー を 押す とエ ン タ ー キ ー を 押す と 11ペ ー ジ 目が 表示さペ ー ジ 目が 表示さ

れま す 。れま す 。

11 ～～44ペ ー ジ の 内容は以下で す 。ペ ー ジ の 内容は以下で す 。 ( (デ フ ォ ル ト 時の 内容デ フ ォ ル ト 時の 内容))

◆◆ 11 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

１ －４ －２ 　 表示画面１ －４ －２ 　 表示画面

*** PROGRAM 2*** PROGRAM 2//4 ***4 ***

MAC=00:C0:84:00:00:00MAC=00:C0:84:00:00:00 ETHERNET ADDRESSETHERNET ADDRESS

IP=192.168.000.010IP=192.168.000.010 IP ADDRESSIP ADDRESS

SP=4096SP=4096 SOURCE PORT NUMBERSOURCE PORT NUMBER

NETM=255.255.255.000NETM=255.255.255.000 NETMASKNETMASK

DEFG=000.000.000.000DEFG=000.000.000.000 DEFAULT GATEWAYDEFAULT GATEWAY

WAIT=120WAIT=120 TIME WAIT (sec)TIME WAIT (sec)

USER=EnetUSER=Enet USER NAMEUSER NAME

PASS=EnetPASS=Enet PASS WORDPASS WORD

OBSP=5000OBSP=5000 OBSERVATION UDP PORT NUMBEROBSERVATION UDP PORT NUMBER

WTM=0WTM=0 KEEP WATCH TIMER [0KEEP WATCH TIMER [0--60 Min]60 Min]

HEAD=DHEAD=D UDP TABLE HEADER [EUDP TABLE HEADER [E//D]D]

DCT=0DCT=0 DISCONNECTED RETRY COUNTER [999:INFINITY]DISCONNECTED RETRY COUNTER [999:INFINITY]

DTM=60DTM=60 DISCONNECTED RETRY TIMER [60DISCONNECTED RETRY TIMER [60--1200sec]1200sec]

PW=00TPW=00T POWER ON CONNECTPOWER ON CONNECT

PWCT=10PWCT=10 POWER ON CONNECT RETRY COUNTER [0:INFINITY]POWER ON CONNECT RETRY COUNTER [0:INFINITY]

PWTM=60PWTM=60 POWER ON CONNECT RETRY TIMER [60POWER ON CONNECT RETRY TIMER [60--1200sec]1200sec]

◆◆ 22 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

*** PROGRAM 1*** PROGRAM 1//4 ***4 ***

Enet-RV   Ver01.07   2006Enet-RV   Ver01.07   2006//0505//2626 ROM VERSIONROM VERSION

COM=@COM=@ COMMAND PROMPT (Max4Byte)COMMAND PROMPT (Max4Byte)

ECHO=EECHO=E ECHO [EECHO [E//D]D]

RMSG=ERMSG=E MESSAGE OUT TO RS232C [EMESSAGE OUT TO RS232C [E//D]D]

B=9600B=9600 BPS  [BPS  [5050//100100//110110//150150//200200//300300//600600//12001200//24002400//48004800//

96009600//1440014400//1920019200//2880028800//3840038400//5760057600//

7680076800//115200]115200]

D=8D=8 DATA [7DATA [7//8]8]

S=1S=1 STOP [1STOP [1//2]2]

P=NP=N PARITY [N/EPARITY [N/E//O]O]

XON=DXON=D XONXON//XOFF FLOW [EXOFF FLOW [E//D]D]

DTR=DDTR=D DTR DISABLE [D] or STATUS MODE [S]DTR DISABLE [D] or STATUS MODE [S]

or HOST MODE [H] or TBL No. [mm]or HOST MODE [H] or TBL No. [mm]

DEL=0ADEL=0A DELIMITER CODE (Hex)DELIMITER CODE (Hex)

DT=0.00DT=0.00 TIMEOUT (sec)TIMEOUT (sec)

CD=00CD=00 CD ON CONNECTCD ON CONNECT

VTUL=DVTUL=D VIRTUAL COM [EVIRTUAL COM [E//D]D]



1212

第１ 章　 通信を 行う 前の 準備第１ 章　 通信を 行う 前の 準備

１ －５ 　 設定項目の 解説１ －５ 　 設定項目の 解説

１ －５ －１ 　 各項目の 意味、１ －５ －１ 　 各項目の 意味、 設定範囲、設定範囲、 デ フ ォ ル ト 値デ フ ォ ル ト 値

*** PROGRAM 4*** PROGRAM 4//4 ***4 ***

VIRTUAL COM HOST IP ADDRESS (Read Only)VIRTUAL COM HOST IP ADDRESS (Read Only)

The IP list is empty because of VIRTUAL COM is d isableThe IP list is empty because of VIRTUAL COM is d isable

*** PROGRAM 3*** PROGRAM 3//4 ***4 ***

  HOST IP ADDRESS  HOST IP ADDRESS  DEST PORT DEST PORT

    1I=1I=000.000.000.000000.000.000.000     1DP=000001DP=00000

    2I=2I=000.000.000.000000.000.000.000     2DP=000002DP=00000

    3I=3I=000.000.000.000000.000.000.000     3DP=000003DP=00000

    4I=4I=000.000.000.000000.000.000.000     4DP=000004DP=00000

    5I=5I=000.000.000.000000.000.000.000     5DP=000005DP=00000

    6I=6I=000.000.000.000000.000.000.000     6DP=000006DP=00000

    7I=7I=000.000.000.000000.000.000.000     7DP=000007DP=00000

    8I=8I=000.000.000.000000.000.000.000     8DP=000008DP=00000

    9I=9I=000.000.000.000000.000.000.000     9DP=000009DP=00000

10I= 000.000.000.00010I= 000.000.000.000 10DP=10DP=0000000000

※※ 11//44 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目 VTUL=E VTUL=E の 設定時は、の 設定時は、 44 ペ ー ジ 目の 表示は以下の よ う に なり ま す 。ペ ー ジ 目の 表示は以下の よ う に なり ま す 。

*** PROGRAM 4*** PROGRAM 4//4 ***4 ***

 VIRTUAL COM HOST IP ADDRESS (Read Only) VIRTUAL COM HOST IP ADDRESS (Read Only)

  1I= 000.000.000.000  1I= 000.000.000.000

  2I= 000.000.000.000  2I= 000.000.000.000

    ；； 　　 ；； 　　 ；； 　　 ；； 　　 ；；

  9I= 000.000.000.000  9I= 000.000.000.000

10I= 000.000.000.00010I= 000.000.000.000

◆◆ 33 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

◆◆ 44 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目

*** 1*** 1 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目 *** ***

◆◆ ROM VERSI ONROM VERSI ON

ソ フ ト バ ー ジ ョ ン を 表示し ま す 。ソ フ ト バ ー ジ ョ ン を 表示し ま す 。
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◆◆ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字の 指定及び コ マ ン ド 無効の 指定コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字の 指定及び コ マ ン ド 無効の 指定 デフ ォ ルトデフ ォ ルト   ＠＠

COM= aaaa  COM= aaaa  LFCR

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト をコ マ ン ド プ ロ ン プ ト を aaaaaaaa の 文字列と し ま す 。の 文字列と し ま す 。

aaaaaaaa は、は、 １ か ら ４ 個の 文字列で す 。１ か ら ４ 個の 文字列で す 。

コ マ ン ド の 先頭に こ の 文字列が 必要と なり ま す 。コ マ ン ド の 先頭に こ の 文字列が 必要と なり ま す 。

リ ザ ル ト の 先頭に こ の 文字列が 付き ま す 。リ ザ ル ト の 先頭に こ の 文字列が 付き ま す 。

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を 変更す る 際に 指定し て 下さ い 。コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を 変更す る 際に 指定し て 下さ い 。

COMCOM==     で コ マ ン ド す べ て が 無効と なり ま す 。で コ マ ン ド す べ て が 無効と なり ま す 。 ( (リ ザ ル ト も 無しリ ザ ル ト も 無し ))

◆◆ 開設時以外で の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル エ コ ー バ ッ ク 指定開設時以外で の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル エ コ ー バ ッ ク 指定 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  E E

ECHOECHO== EE LFCR シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に エ コ ー バ ッ ク し ま す 。シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に エ コ ー バ ッ ク し ま す 。

ECHOECHO== DD LFCR エ コ ー バ ッ ク 無し と し ま す 。エ コ ー バ ッ ク 無し と し ま す 。

◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の メ ッ セ ー ジ 出力シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の メ ッ セ ー ジ 出力 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  E E

RMSG=E RMSG=E LFCR

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ 開設シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ 開設・・ 切断等の メ ッ セ ー ジ を 出力し ま す 。切断等の メ ッ セ ー ジ を 出力し ま す 。

RMSG=D RMSG=D LFCR

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ メ ッ セ ー ジ を 出力し ま せ ん 。シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ メ ッ セ ー ジ を 出力し ま せ ん 。

◆◆ シ リ ア ル 通信速度シ リ ア ル 通信速度 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  9600 9600

B=nnnn  B=nnnn  LFCR

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 通信速度シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 通信速度 (BPS)  (BPS) を 設定し ま す 。を 設定し ま す 。

nnnnnnnn は、は、 50,100,110,150,200,300,600,1200,2400,4800,9600,14400,50,100,110,150,200,300,600,1200,2400,4800,9600,14400,

19200,28800,38400,57600,76800,11520019200,28800,38400,57600,76800,115200 が 設定可能で す 。が 設定可能で す 。

◆◆ デ ー タ ビ ッ ト 長デ ー タ ビ ッ ト 長 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  8 8

D=8 D=8 LFCR デ ー タ 長をデ ー タ 長を 88 ビ ッ ト と し ま す 。ビ ッ ト と し ま す 。

D=7 D=7 LFCR デ ー タ 長をデ ー タ 長を 77 ビ ッ ト と し ま す 。ビ ッ ト と し ま す 。

◆◆ ス ト ッ プ ビ ッ ト 長ス ト ッ プ ビ ッ ト 長 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  1 1

S=1 S=1 LFCR ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を １ ビ ッ ト と し ま す 。ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を １ ビ ッ ト と し ま す 。

S=2 S=2 LFCR ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を ２ ビ ッ ト と し ま す 。ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を ２ ビ ッ ト と し ま す 。
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ご 注意ご 注意 DTR=H or DTR=mmDTR=H or DTR=mm の 設定を 行う と 、の 設定を 行う と 、後述後述CD=mmCD=mm 又は又は nnPW=mmTnnPW=mmTの 設定の 設定

が 出来なく なり ま す 。が 出来なく なり ま す 。

こ れら ３ つ の 設定は排他設定と なり ま す 。こ れら ３ つ の 設定は排他設定と なり ま す 。

◆◆ パ リ テ ィパ リ テ ィ 　　 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  N N

P=N P=N LFCR パ リ テ ィ ビ ッ ト を 無し と し ま す 。パ リ テ ィ ビ ッ ト を 無し と し ま す 。

P=E P=E LFCR パ リ テ ィ を 偶数パ リ テ ィ を 偶数 (EVEN)  (EVEN) と し ま す 。と し ま す 。

P=O P=O LFCR パリ テ ィ を 奇数パリ テ ィ を 奇数 (ODD)  (ODD) と し ま す 。と し ま す 。

◆◆ ソ フ ト フ ロ ー の 指定ソ フ ト フ ロ ー の 指定　 　　 　 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  D D

XON=D XON=D LFCR ソ フ ト フ ロ ー を 無効と し ま す 。ソ フ ト フ ロ ー を 無効と し ま す 。

XON=E XON=E LFCR ソ フ ト フ ロ ー を 有効と し ま す 。ソ フ ト フ ロ ー を 有効と し ま す 。

◆◆ コ ネ ク シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル 及び ス テ ー タ ス 通知の 指定コ ネ ク シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル 及び ス テ ー タ ス 通知の 指定　　 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  D D

DTR=D DTR=D LFCR

DTRDTR//DSRDSR信号を 使用し ま せ ん 。信号を 使用し ま せ ん 。

Enet-RVEnet-RV 起動後、起動後、 常に 有効※１ と な り ま す 。常に 有効※１ と な り ま す 。

DTR=S DTR=S LFCR

Enet-RVEnet-RV の出力信号をの出力信号を TCPTCP//IPIP 開設状態の通知に 使用し ま す。開設状態の通知に 使用し ま す。

TCPTCP//IPIP ま た はま た は UDPUDP開設中の 場合、開設中の 場合、 DTRDTR 信号を 有効と し ま す 。信号を 有効と し ま す 。

非開設の 場合は、非開設の 場合は、 DTRDTR 信号を 無効※１ と し ま す 。信号を 無効※１ と し ま す 。

DTR=H DTR=H LFCR 　　

Enet-RVEnet-RV が ホ ス ト 動作時の み有効な設定で す 。が ホ ス ト 動作時の み有効な設定で す 。

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル のシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の DSRDSR 入力信号が 有効の 場合の み通信相手入力信号が 有効の 場合の み通信相手EthernetEthernet機機

器か ら の器か ら の TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 受け 付け ま す 。コ ネ ク シ ョ ン 開設要求を 受け 付け ま す 。

開設中に開設中に DSRDSR入力信号が無効に なっ た 場合、入力信号が無効に なっ た 場合、開設中の開設中の TCPTCP//IPIPを 切断し ま す 。を 切断し ま す 。

DTR=mm DTR=mm LFCR

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル のシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の DSRDSR入力信号が 、入力信号が 、無効か ら 有効※２ に 変化し た 場合、無効か ら 有効※２ に 変化し た 場合、

mmmm で 設定さ れた 相手に ク ラ イ ア ン ト 型で コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行い ま す 。で 設定さ れた 相手に ク ラ イ ア ン ト 型で コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行い ま す 。

(mm(mm はは 0101 ～～ 1010。。 プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド 33//44 ペ ー ジ で 指定の 通信相手ペ ー ジ で 指定の 通信相手 IPIP//PORTPORT

設定の設定の TBL NoTBL No を 表し ま す 。を 表し ま す 。))

開設後に開設後に DSRDSR 入力信号が 有効か ら 無効※入力信号が 有効か ら 無効※ 33 に 変化し た 場合は、に 変化し た 場合は、 開設中の開設中の

TCPTCP//IPIP を 切断し ま す 。を 切断し ま す 。

　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　

※※ 11：： 　 無効　 無効：： LowLow を 表し ま す 。を 表し ま す 。 有効有効：： HighHig h を 表し ま す 。を 表し ま す 。

※※ 22：： 　 無効～有効の 変化が 約　 無効～有効の 変化が 約 100msec100msec 間継続の 場合、間継続の 場合、 開設し ま す 。開設し ま す 。

※※ 33：： 　 有効～無効の 変化が 約　 有効～無効の 変化が 約 100msec100msec 間継続の 場合、間継続の 場合、 切断し ま す 。切断し ま す 。
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◆◆ 端末機器か ら の デ リ ミ タ コ ー ド の 指定端末機器か ら の デ リ ミ タ コ ー ド の 指定　　 デ フ ォ ルデ フ ォ ル   0A  0A

DEL=hh DEL=hh LFCR

hhhh は、は、 0x000x00 か らか ら 0xFF0xFF のの 1616 進数を進数を 22 バ イ ト のバ イ ト の ASCIIASCII 文字で 入力し ま す 。文字で 入力し ま す 。

例例)) DEL=0D DEL=0D LFCR   と 入力す る と デ リ ミ タ コ ー ド はと 入力す る と デ リ ミ タ コ ー ド は CRCRコ ー ドコ ー ド (0x0D)(0x0D)と なりと なり

ま す 。ま す 。

DEL=  DEL=  LFCR   と 入力す る と デ リ ミ タ コ ー ド 指定無し と なり ま す 。と 入力す る と デ リ ミ タ コ ー ド 指定無し と なり ま す 。

　 　 　 　　 　 　 　

※※ デ リ ミ タ コ ー ド は、デ リ ミ タ コ ー ド は、RS232CRS232C機器か ら バ イ ト 単位で 受信し た デ ー タ 列を １ パ ケ ッ機器か ら バ イ ト 単位で 受信し た デ ー タ 列を １ パ ケ ッ

ト 単位と し て 相手ト 単位と し て 相手 EthernetEthernet機器へ 送信す る た め の 区切り と し て 使用さ れま す 。機器へ 送信す る た め の 区切り と し て 使用さ れま す 。

詳細は詳細は [3-7-1 RS232C [3-7-1 RS232C 機器→機器→ Enet-RVEnet-RV →イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送→イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送] ] をを

参照し て 下さ い 。参照し て 下さ い 。

◆◆ 端末機器か ら の タ イ ム ア ウ ト 値端末機器か ら の タ イ ム ア ウ ト 値     デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト   0.00 (  0.00 (タ イ ム ア ウ ト 指定無しタ イ ム ア ウ ト 指定無し ))

DT=m.mm DT=m.mm LFCR

　　 タ イ ム ア ウ ト 値をタ イ ム ア ウ ト 値を m.mmm.mm に 設定し ま す 。に 設定し ま す 。

m.mmm.mm はは 0.000.00 ～～ 9.999.99（ 単位（ 単位::秒）秒） ま で の 数値をま で の 数値を ASCIIASCII 文字で 指定し ま す 。文字で 指定し ま す 。

00 を 指定す る と タ イ ム ア ウ ト 指定無し と なり ま す 。を 指定す る と タ イ ム ア ウ ト 指定無し と なり ま す 。

※※ こ の 指定を 行う と シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信し た デ ー タ が 途切れる と こ の タ イこ の 指定を 行う と シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信し た デ ー タ が 途切れる と こ の タ イ

マ ー がス タ ー ト し て タ イ ム ア ウ ト する ま で に 次の 受信がなけ ればそ れま で に 受信マ ー がス タ ー ト し て タ イ ム ア ウ ト する ま で に 次の 受信がなけ ればそ れま で に 受信

し た シ リ ア ル デ ー タ を １ パ ケ ッ ト と し て 相手し た シ リ ア ル デ ー タ を １ パ ケ ッ ト と し て 相手 EthernetEthernet機器へ 送信し ま す 。機器へ 送信し ま す 。

シ リ ア ル 受信デ ー タ がバイ ナ リ デ ー タ で デ リ ミ タ コ ー ド 指定が出来ない 場合に 指シ リ ア ル 受信デ ー タ がバイ ナ リ デ ー タ で デ リ ミ タ コ ー ド 指定が出来ない 場合に 指

定し ま す 。定し ま す 。

詳細は詳細は [3 [3--77--1 RS232C1 RS232C 機器→機器→ Enet-RVEnet-RV →イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送→イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送] ] をを

参照し て 下さ い 。参照し て 下さ い 。

◆◆ C DC D 信号入力で の信号入力で の TC PTC P//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設コ ネ ク シ ョ ン 開設               デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  00 ( 00 (指定無し指定無し ))

CD=mm CD=mm LFCR

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル のシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の CDCD信号有効時に 、信号有効時に 、mmmm で 設定さ れた 相手に ク ラ イ アで 設定さ れた 相手に ク ラ イ ア

ン ト 型で コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行い ま す 。ン ト 型で コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行い ま す 。

(mm(mm はは 0101 ～～ 1010。。 プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド 33//44 ペ ー ジ で 指定の 通ペ ー ジ で 指定の 通信相手信相手IPIP//PORTPORT

設定の設定の TBL NoTBL No を 表し ま すを 表し ま す ))

CDCD 信号が 無効に なる と 開設中の信号が 無効に なる と 開設中の TCPTCP//IPIPを 切断し ま す 。を 切断し ま す 。

CD=00  CD=00  で 指定無し と なり こ の 場合は、で 指定無し と なり こ の 場合は、 CDCD 信号は無視さ れま す 。信号は無視さ れま す 。

※※ 前述、前述、 DTR=H or DTR=mmDTR=H or DTR=mm 指定及び 後述指定及び 後述 nnPW=mmXnnPW=mmX の 設定と は排他設定で す 。の 設定と は排他設定で す 。

CD=CD= の 設定を 行う と 、の 設定を 行う と 、 DTR=HDTR=H 等の 設定は出来ま せ ん 。等の 設定は出来ま せ ん 。
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◆◆ バ ー チ ャ ル 通信の 指定バ ー チ ャ ル 通信の 指定　　 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  D D

VTUL=E VTUL=E LFCR

Enet-RVEnet-RVとと Windows PCWindows PCの 擬似の 擬似COMCOMポート 間でバーチ ャ ル通信を 行いま す。ポート 間でバーチ ャ ル通信を 行いま す。

VTUL=D VTUL=D LFCR

Enet-RVEnet-RV はバ ー チ ャ ル 通信を 行い ま せ ん 。はバ ー チ ャ ル 通信を 行い ま せ ん 。 通常動作で す 。通常動作で す 。

※※ バ ー チ ャ ル 通信を 有効と し た 場合、バ ー チ ャ ル 通信を 有効と し た 場合、 添付の 擬似添付の 擬似COMCOM ポ ー ト 通信プ ロ グ ラ ム で あポ ー ト 通信プ ロ グ ラ ム で あ

る 、る 、 Data-link Com InstallerData-link Com Installer を イ ン ス ト ー ル し たを イ ン ス ト ー ル し た WindowsPCWindowsPC 上の上の COMCOM ポ ーポ ー

ト を 介し てト を 介し て Enet-RVEnet-RVとと TCPTCP//IPIP通信が 可能と なり ま す 。通信が 可能と なり ま す 。 ( (既存の既存の COMCOM ポ ー ト プ ロポ ー ト プ ロ

グ ラ ム の ま ま でグ ラ ム の ま ま で Enet-RVEnet-RV とと TCPTCP//IPIP 通信が 可能で す 。通信が 可能で す 。))

詳細は後述詳細は後述 [ [第第 55 章バ ー チ ャ ル 通信に つ い て章バ ー チ ャ ル 通信に つ い て ] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

*** 2*** 2 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目 *** ***

◆◆ 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス

MACMAC== 00:C0:84:hh :hh: hh00:C0:84:hh :hh: hh　 こ の 項目は、　 こ の 項目は、 変更で き ま せ ん 。変更で き ま せ ん 。

hh:hh: hhhh:hh: hh 部分は、部分は、 個々の 装置に ユ ニ ー ク な番号で す 。個々の 装置に ユ ニ ー ク な番号で す 。

◆◆ 自機自機 I PI P ア ド レ スア ド レ ス デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  192.168.0.10 192.168.0.10

IPIP== d dd . d d d .d d d .d d d  d dd . d d d .d d d .d d d  LFCR

自機自機 IPIP ア ド レ ス を 設定し ま す 。ア ド レ ス を 設定し ま す 。

IPIPア ド レ ス は、ア ド レ ス は、3232 ビ ッ ト 長ビ ッ ト 長 (4 (4 バ イ トバ イ ト ) ) で 示さ れま す 。で 示さ れま す 。88 ビ ッ トビ ッ ト  (1 (1バ イ トバ イ ト ) ) 単単

位を ド ッ ト で 区切り 、位を ド ッ ト で 区切り 、 各各 88 ビ ッ ト をビ ッ ト を 1010 進数で 表示し ま す 。進数で 表示し ま す 。

個々の個々の dddddd の 部分は、の 部分は、 00 ～～ 255255 で す 。で す 。

◆◆ ソ ー ス ポ ー ト ア ド レ スソ ー ス ポ ー ト ア ド レ ス デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  4096 4096

SPSP== mmmmm mmmmm LFCR

ソ ー ス ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。ソ ー ス ポ ー ト 番号を 設定し ま す 。 mmmmmmmmmm で 設定可能な数値は、で 設定可能な数値は、 10251025 ～～

6553665536 のの 1010 進数入力に よ る進数入力に よ る PORT NoPORT No で す 。で す 。

◆◆ ネ ッ ト マ ス ク ア ド レ スネ ッ ト マ ス ク ア ド レ ス デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  255.255.255.0 255.255.255.0

NETMNETM== d d d .d d d . d d d .d d d  d d d .d d d . d d d .d d d  LFCR

サ ブ ネ ッ ト の 場合の ネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の 場合の ネ ッ ト マ ス ク 値を 設定し ま す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

下図下図[[異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信]]を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

ご 注意ご 注意 Enet-RVEnet-RV に 添付さ れて い るに 添付さ れて い る Data-link Com InstallerData-link Com Installer を 使用し て 疑似を 使用し て 疑似

COMCOM通信を 行う通信を 行う PCPC側の プ ロ グ ラ ム が側の プ ロ グ ラ ム が VisualBasic2003VisualBasic2003以降で 作成さ れた 通以降で 作成さ れた 通

信プ ロ グ ラ ム の 場合、信プ ロ グ ラ ム の 場合、 正常に 動作し ない 場合が あ り ま す 。正常に 動作し ない 場合が あ り ま す 。

貸出機等で 必ず 動作を ご 確認く だ さ い 。貸出機等で 必ず 動作を ご 確認く だ さ い 。
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◆◆ デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ スデ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ ア ド レ ス デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  0.0.0.0 0.0.0.0

DEFGDEFG== d d d .d d d . d d d .d d d  d d d .d d d . d d d .d d d  LFCR

サ ブ ネ ッ ト の 場合の デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ 値を 設定し ま す 。サ ブ ネ ッ ト の 場合の デ フ ォ ル ト ゲ ー ト ウ ェ イ 値を 設定し ま す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

下図下図[[異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信異なる ネ ー ッ ト ワ ー ク 間の 通信]]を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

★★  異な る ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信例異な る ネ ッ ト ワ ー ク 間の 通信例  ★★

ネ ッ ト ワ ー ク

相手機器 No.1 IP= 192.168.20.12

ル ー タ ー No.2 IP= 192.168.20.02

ル ー タ ー No.1 IP= 192.168.20.01

ル ー タ ー No.3 IP= 192.168.50.01 相手機器 No.2 IP= 192.168.50.40

自機 Enet-RV
IP= 192.168.50.30 NETM= 255.255.255.0 DEFG= 192.168.50.1

相手No.1=192.168.20.12 相手No.2= 192.168.50.40

他ネ ッ ト へ

192.168.20.0

の サ ブ ネ ッ ト

192.168.50.0

の サ ブ ネ ッ ト

※太線が 通信さ れる ル ー ト

◆◆ タ イ ム ウ ェ イ ト の 時間を 変更す るタ イ ム ウ ェ イ ト の 時間を 変更す る デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  120 120

W AITW AIT== nnn nnn LFCR タ イ ム ウ ェ イ ト をタ イ ム ウ ェ イ ト を nnnnnn 秒と し ま す 。秒と し ま す 。

nnnnnn はは 11 ～～ 120120 秒で す 。秒で す 。

通常は、通常は、120120秒で す が 、秒で す が 、シ ス テ ム で こ の 値を 変更し て も 良い 場合に の み変更シ ス テ ム で こ の 値を 変更し て も 良い 場合に の み変更

し て 下さ い 。し て 下さ い 。

[3[3--44-- TCP TCP//IPIPコ ネ ク シ ョ ン の 終了コ ネ ク シ ョ ン の 終了] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

◆◆ Tel net  Log i nTel net  Log i n 時の ユ ー ザ時の ユ ー ザ I DI Dを 指定す るを 指定す る デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  Enet Enet

USERUSER== xxxxxxxx xxxxxxxx LFCR

xxxxxxxxxxxxxxxx は、は、 最小最小 11 文字か ら 最大文字か ら 最大 88 文字ま で 指定可能で す 。文字ま で 指定可能で す 。

ASCIIASCII 文字列文字列 0x210x21 ～～ 0x7E0x7E を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

Log inLog in 時に時に USER=USER= で 指定さ れて い る 文字列と チ ェ ッ ク を 行い ま す 。で 指定さ れて い る 文字列と チ ェ ッ ク を 行い ま す 。

一致し なけ れば一致し なけ れば Log inLog in で き ま せ ん 。で き ま せ ん 。
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◆◆ Tel net  Log i nTel net  Log i n 時の パ ス ワ ー ド を 指定す る時の パ ス ワ ー ド を 指定す る デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  Enet Enet

PASS= xxxxxxxx PASS= xxxxxxxx LFCR

XXXXXXXXXXXXXXXX は、は、 最小最小 11 文字か ら 最大文字か ら 最大 88 文字ま で 指定可能で す 。文字ま で 指定可能で す 。

ASCIIASCII 文字列文字列 0x210x21 ～～ 0x7E0x7E を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

Telnet Log inTelnet Log in 時に時に PASS=PASS= で 指定さ れて い る 文字列と チ ェ ッ ク を 行い ま す 。で 指定さ れて い る 文字列と チ ェ ッ ク を 行い ま す 。

一致し なけ れば一致し なけ れば Log inLog in で き ま せ ん 。で き ま せ ん 。

◆◆ 監視プ ロ グ ラ ム 用ポ ー ト 番号監視プ ロ グ ラ ム 用ポ ー ト 番号 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  5000 5000

OBSPOBSP== hhhh hhhh LFCR

現在こ の 機能はサ ポ ー ト さ れて い ま せ ん 。現在こ の 機能はサ ポ ー ト さ れて い ま せ ん 。

◆◆ 無通信時の コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー の 指定無通信時の コ ネ ク シ ョ ン 強制終了タ イ マ ー の 指定 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  0 0

W TMW TM== nn nn LFCR

nnnn はは 00 ～～ 6060 ま で のま で の 1010 進数で 指定。進数で 指定。 単位は分で す 。単位は分で す 。

00 指定時は、指定時は、 こ の 機能は無効と なり ま す 。こ の 機能は無効と なり ま す 。

11 ～～ 6060 を 指定の 場合、を 指定の 場合、 デ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン 中の 無通信時間を 計測し まデ ー タ 通信コ ネ ク シ ョ ン 中の 無通信時間を 計測し ま

す 。す 。

通信相手よ り イ ー サ ネ ッ ト パ ケ ッ ト の 受信が 無く 、通信相手よ り イ ー サ ネ ッ ト パ ケ ッ ト の 受信が 無く 、Enet-RVEnet-RVか ら も 何の パか ら も 何の パ

ケ ッ ト も 送信し て い ない 場合で 、ケ ッ ト も 送信し て い ない 場合で 、設定時間を 経過す る と リ セ ッ ト パケ ッ ト を設定時間を 経過す る と リ セ ッ ト パケ ッ ト を

送出し て コ ネ ク シ ョ ン を 強制終了し ま す 。送出し て コ ネ ク シ ョ ン を 強制終了し ま す 。

◆◆ Ｕ Ｄ Ｐ 動作時の 受信デ ー タ 送信元テ ー ブ ル 表示指定Ｕ Ｄ Ｐ 動作時の 受信デ ー タ 送信元テ ー ブ ル 表示指定 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  D D

HEADHEAD== DD

パ ケ ッ ト 受信動作パ ケ ッ ト 受信動作時に 相手機器よ り 受信の デ ー タ の みを 、時に 相手機器よ り 受信の デ ー タ の みを 、シ リ ア ル チ ャ ンシ リ ア ル チ ャ ン

ネ ル に 送信し ま す 。ネ ル に 送信し ま す 。

HEADHEAD== EE

パ ケ ッ ト 受信パ ケ ッ ト 受信時に 送信元の 情報を 、時に 送信元の 情報を 、 受信デ ー タ の 前に シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル受信デ ー タ の 前に シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル

へ 送信し て か ら 受信デ ー タ を 送信し ま す 。へ 送信し て か ら 受信デ ー タ を 送信し ま す 。

▼送信相手が プ ロ グ ラ ム モ ー ド 通信▼送信相手が プ ロ グ ラ ム モ ー ド 通信 TBLTBL に 登録が あ る 場合に 登録が あ る 場合

　 　　 　 @ mm@ mm:: ABCDEFGABCDEFG

@@ は固定文字列、は固定文字列、 mmmm は相手登録は相手登録TBL NoTBL No、、：： は固定、は固定、 ABCDEFGABCDEFG は受信デ ー タは受信デ ー タ

▼送信相手が プ ロ グ ラ ム モ ー ド 通信▼送信相手が プ ロ グ ラ ム モ ー ド 通信 TBLTBL に 未登録の 場合に 未登録の 場合

　 　　 　 @ 192. 168. 000.080:4098:ABCDEF@ 192. 168. 000.080:4098:ABCDEF

上記の よ う に 送信元の上記の よ う に 送信元の IPIP ア ド レ ス 及び 、ア ド レ ス 及び 、 ポ ー トポ ー ト NoNo が 付加さ れま す 。が 付加さ れま す 。
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◆◆ TCPTCP// I PI P コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続    リ ト ラ イ 回数指定リ ト ラ イ 回数指定

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 00

　　 DCTDCT== nnn nnn LFCR

nnnnnn はは 00 ～～ 999999 回の 指定が 可能で す 。回の 指定が 可能で す 。

　 　　 　 後述、後述、 PWPW == nnTnnT を 指定時に 有効と なり ま す 。を 指定時に 有効と なり ま す 。

　 　　 　 TCPTCP//IPIP を 開設後、を 開設後、 TCPTCP//IPIP 切断要求パ ケ ッ ト切断要求パ ケ ッ ト finfin や 強制終了パ ケ ッ トや 強制終了パ ケ ッ ト RSTRST、、

ま た はこ の 機器よ りま た はこ の 機器よ り TCPTCP//IPIP切断を 行っ た 場合など で切断を 行っ た 場合など で TCPTCP//IPIPの コ ネ ク シ ョの コ ネ ク シ ョ

ン が 切断時に 指定さ れた 数値回数分再接続を 試みま す 。ン が 切断時に 指定さ れた 数値回数分再接続を 試みま す 。

　 　　 　 ZEROZERO を 指定の 場合は、を 指定の 場合は、 再接続は行い ま せ ん 。再接続は行い ま せ ん 。

　 　　 　 ま た 、ま た 、 999999 を 指定の 場合は、を 指定の 場合は、 再接続が 成功す る ま で 無限に 再接続を 試みま再接続が 成功す る ま で 無限に 再接続を 試みま

す 。す 。 よ っ てよ っ て ZEROZERO 以外を 指定時に 、以外を 指定時に 、 相手と 通信可能状態で あ れば相手と 通信可能状態で あ れば TCPTCP//IPIP

を 切断後に す ぐ に 開設状態と なり ま す 。を 切断後に す ぐ に 開設状態と なり ま す 。

◆◆ TCPTCP// I PI P コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続コ ネ ク シ ョ ン 切断時の 自動再接続    リ ト ラ イ 間隔指定リ ト ラ イ 間隔指定

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 00

DTMDTM== nnnn nnnn LFCR

nnnnnnnn はは 6060 ～～ 12001200 秒の 指定が 可能で す 。秒の 指定が 可能で す 。

後述、後述、 PWPW == nnTnnT、、 DCTDCT== 22 以上を 指定時に 有効と なり ま す 。以上を 指定時に 有効と なり ま す 。

再接続を 試行す る リ ト ラ イ 間隔の 指定と なり ま す 。再接続を 試行す る リ ト ラ イ 間隔の 指定と なり ま す 。

◆◆ 電源投入後の 自動電源投入後の 自動 TCPTCP// I PI P 開設ま た は開設ま た は UDPUDP 通信状態移行通信状態移行 デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  0T 0T

PWPW == nnx nnx LFCR

テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番に番に xx の プ ロ ト コ ル で 電源投入時に 自動開設し ま す 。の プ ロ ト コ ル で 電源投入時に 自動開設し ま す 。

　 　　 　 nnnn はは 11 ～～ 1010 の 設定済み相手機器テ ー ブ ル 番号で す 。の 設定済み相手機器テ ー ブ ル 番号で す 。

　 　　 　 xx に は、に は、 T (TCPT (TCP//IP) IP) ま た は、ま た は、 U (UDP) U (UDP) を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

　 　　 　 PWPW == 0T 0T LFCR   も し く はも し く は PWPW == 0U 0U LFCR   で 指定無し と なり ま す 。で 指定無し と なり ま す 。

　 　　 　 も し 開設出来ない 場合は、も し 開設出来ない 場合は、 後述後述 PW TMPW TM== nnnnnn で 指定ので 指定の nnnnnn 時間毎に 再実行時間毎に 再実行

し ま す 。し ま す 。 こ の 間こ の 間CONNECTCONNECTが ゆっ く り 点滅し ま す 。が ゆっ く り 点滅し ま す 。 後述後述PWCTPWCT== nnnn で 指定で 指定

のの nnnn 回数リ ト ラ イ 後、回数リ ト ラ イ 後、 開設で き ない 場合は、開設で き ない 場合は、 こ の 処理を 中止し ま す 。こ の 処理を 中止し ま す 。

ま た 、ま た 、こ の 動作中に 他の 登録相手機器こ の 動作中に 他の 登録相手機器 ( (PWPW == nnxnnxのの nnnn以外以外) ) か ら コ ネ ク シ ョか ら コ ネ ク シ ョ

ン 開設要求が あ っ た 場合、ン 開設要求が あ っ た 場合、 開設要求が あ っ た 相手機器と 開設動作を 優先し開設要求が あ っ た 相手機器と 開設動作を 優先し

て 行い 、て 行い 、 自動開設の 動作は無効と なり ま す 。自動開設の 動作は無効と なり ま す 。
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*** 3*** 3 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目 *** ***

◆◆ 相手相手 I PI P ア ド レ スア ド レ ス デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0.0.0.00.0.0.0

nnInnI== d dd . d d d . d d d . d d d  d dd . d d d . d d d . d d d  LFCR

テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番の 相手番の 相手 IPIP ア ド レ ス をア ド レ ス を dd d . d d d . d d d . d d ddd d . d d d . d d d . d d d と し ま す 。と し ま す 。

nnnn は、は、 11 ～～ 1010 の テ ー ブ ル 番号で す 。の テ ー ブ ル 番号で す 。

設定値は、設定値は、 IPIP ア ド レ ス と 同様な書式で す 。ア ド レ ス と 同様な書式で す 。

既に 設定さ れて い た既に 設定さ れて い た   テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番の番の IPIP ア ド レ ス を 異なる 値に 設定し た 場ア ド レ ス を 異なる 値に 設定し た 場

合は、合は、 同じ テ ー ブ ル の 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 消去し ま す 。同じ テ ー ブ ル の 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 消去し ま す 。

◆◆ 相手ポ ー ト 番号相手ポ ー ト 番号 デ フ ォ ル ト 　デ フ ォ ル ト 　 0000000000

nnDPnnDP== mmmmm mmmmm LFCR

テ ー ブ ルテ ー ブ ル nnnn 番の 相手ポ ー ト 番号を番の 相手ポ ー ト 番号を mmmmmmmmmm と し ま す 。と し ま す 。

nnnn は、は、 11 ～～ 1010 の テ ー ブ ル 番号で す 。の テ ー ブ ル 番号で す 。

設定値は、設定値は、 ソ ー ス ポ ー ト と 同様な書式で す 。ソ ー ス ポ ー ト と 同様な書式で す 。

◆◆ 電源投入後の 自動電源投入後の 自動 TCPTCP// I PI P 開設ま た は開設ま た は UDPUDP 通信状態移行通信状態移行    リ ト ラ イ 回数リ ト ラ イ 回数

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  10 10

PW CTPW CT== nn nn LFCR

前述、前述、 PWPW == nnxnnx を 指定時に 有効と なり ま す 。を 指定時に 有効と なり ま す 。

開設が 出来ない 場合の リ ト ラ イ 回数の 指定と なり ま す 。開設が 出来ない 場合の リ ト ラ イ 回数の 指定と なり ま す 。

nnnn に リ ト ラ イ 回数を 指定し ま す 。に リ ト ラ イ 回数を 指定し ま す 。 　　

nnnn に ゼ ロ を 指定の 場合、に ゼ ロ を 指定の 場合、 リ ト ラ イ を 無限に 繰り 返し ま す 。リ ト ラ イ を 無限に 繰り 返し ま す 。

00 ～～ 9999 が 指定可能で す 。が 指定可能で す 。

◆◆ 電源投入後の 自動電源投入後の 自動 TCPTCP// I PI P 開設ま た は開設ま た は UDPUDP 通信状態移行通信状態移行    リ ト ラ イ 間隔リ ト ラ イ 間隔

デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト  60 60

PW TMPW TM== nnnn nnnn LFCR

前述、前述、 PWPW == nnxnnx を 指定時に 有効と なり ま す 。を 指定時に 有効と なり ま す 。

開設が 出来ない 場合の リ ト ラ イ 間隔開設が 出来ない 場合の リ ト ラ イ 間隔 ( (単位単位：： 秒秒) ) の 指定と なり ま す 。の 指定と なり ま す 。

指定可能な数値は指定可能な数値は 6060 ～～ 1200 (1200 (Sec) Sec) で す 。で す 。
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ご 注意ご 注意 今ま で の 設定内容が す べ て 消え て し ま い ま す 。今ま で の 設定内容が す べ て 消え て し ま い ま す 。重要な設定値は、重要な設定値は、他に メ モ を他に メ モ を

残し て か ら 実行し て 下さ い 。残し て か ら 実行し て 下さ い 。

*** 4*** 4 ペ ー ジ 目ペ ー ジ 目 *** ***　 設定／消去で き ま せ ん 。　 設定／消去で き ま せ ん 。

◆◆ 全て の 設定値を デ フ ォ ル ト と す る全て の 設定値を デ フ ォ ル ト と す る   ((ど の ペ ー ジ 上で も 可能で す 。ど の ペ ー ジ 上で も 可能で す 。))

DEFAULT DEFAULT LFCR

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM 内の 全て の 設定値が デ フ ォ ル ト 値と なり ま す 。内の 全て の 設定値が デ フ ォ ル ト 値と なり ま す 。
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  第２ 章　第２ 章　 簡単な 通信テ ス ト簡単な 通信テ ス ト

1)1) Enet-RVEnet-RV と 通信す る イ ー サ ネ ッ ト 相手機器がと 通信す る イ ー サ ネ ッ ト 相手機器が UUNNIIXX マ シ ン ま た はマ シ ン ま た は WWiindowsndows マ シマ シ

ン の 場合ン の 場合

◆◆ Enet-RVEnet-RV 自身の自身の IPIPア ド レ ス を 設定す る 。ア ド レ ス を 設定す る 。  ( (第第 11 章を 参照章を 参照))

　 例　 例：： IPIP== 192.168.0.130 (192.168.0.130 (同一セ グ メ ン ト 内の 場合の 例で す同一セ グ メ ン ト 内の 場合の 例で す ))

◆◆通信を 行う 相手機器よ り通信を 行う 相手機器よ り pingp ing コ マ ン ド を 実行す る 。コ マ ン ド を 実行す る 。

MMiicrosoft (R) crosoft (R) WWiindows 98ndows 98 で ので の pingp ing テ ス ト 成功例テ ス ト 成功例

CC：： ¥¥WWIINDOWSNDOWS>p ing  192.168.0.130>p ing  192.168.0.130

PPiing ing  192.168.0.130 ng ing  192.168.0.130 wwiith 32 bytes of datath 32 bytes of data::

RReply from 192.168.0.130: byteseply from 192.168.0.130: bytes== 32 time32 time== 22mms TTLs TTL== 3232

RReply from 192.168.0.130: byteseply from 192.168.0.130: bytes== 32 time32 time== 22mms TTLs TTL== 3232

RReply from 192.168.0.130: byteseply from 192.168.0.130: bytes== 32 time32 time== 11mms TTLs TTL== 3232

RReply from 192.168.0.130: byteseply from 192.168.0.130: bytes== 32 time32 time== 11mms TTLs TTL== 3232

上記が 返送さ れれば、上記が 返送さ れれば、 物理的な接続は問題あ り ま せ ん 。物理的な接続は問題あ り ま せ ん 。

MMiicrosoft (R) crosoft (R) WWiindows 98ndows 98 で ので の pingp ing テ ス ト 失敗例テ ス ト 失敗例

CC：： ¥¥WWIINDOWSNDOWS>p ing  192.168.0.130>p ing  192.168.0.130

PPiing ing  192.168.0.130 ng ing  192.168.0.130 wwiith 32 bytes of datath 32 bytes of data::

RRequest tiequest timmed out.ed out.

RRequest tiequest timed out.med out.

Request timed out.Request timed out.

Request timed out.Request timed out.

上記の よ う なメ ッ セ ー ジが 返送の 場合は、上記の よ う なメ ッ セ ー ジが 返送の 場合は、ケ ー ブ ル 接続／経路等を ご 確認下さ い 。ケ ー ブ ル 接続／経路等を ご 確認下さ い 。

2)2) Enet-RVEnet-RV と 通信を 行う 通信相手機器がと 通信を 行う 通信相手機器が pingp ing コ マ ン ド を 実行で き ない 場合は、コ マ ン ド を 実行で き ない 場合は、 相相

手機器が 接続さ れる セ グ メ ン ト 内の手機器が 接続さ れる セ グ メ ン ト 内の pingp ing が 可能な機器よ り 実行し ま す 。が 可能な機器よ り 実行し ま す 。

((テ ス ト 方法／結果はテ ス ト 方法／結果は 1) 1) と 同様で す 。と 同様で す 。

※※ UNIXUNIX マ シ ン 等で のマ シ ン 等で の pingp ing の 実行方法は機器の マ ニ ュ ア ル 等を 参考に し て 下さ い 。の 実行方法は機器の マ ニ ュ ア ル 等を 参考に し て 下さ い 。

※※ information Requestinformation Request//ReplyReply

TimestampTimestamp//Timestamp ReplyTimestamp Reply

Address Mask RequestAddress Mask Request//Rep lyRep ly に は対応し て お り ま せ ん 。に は対応し て お り ま せ ん 。

２ －１ 　２ －１ 　 p i n gp i n g を 使っ た 簡単な 通信テ ス トを 使っ た 簡単な 通信テ ス ト
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Enet-RVEnet-RV は、は、 自機宛の パ ケ ッ ト か 否か の 判定を 以下の よ う に 行い ま す 。自機宛の パ ケ ッ ト か 否か の 判定を 以下の よ う に 行い ま す 。

◆◆ イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部イ ー サ ネ ッ ト ヘ ッ ダ 部

デ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ スデ ス ト ネ ー シ ョ ン ア ド レ ス  ( (送信先送信先 MMACAC ア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機と 自機 MMACAC ア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

ソ ー ス ア ド レ スソ ー ス ア ド レ ス  ( (送信元送信元 MMACAC ア ド レ スア ド レ ス ) ) と 自機保持の 相手と 自機保持の 相手 MMACAC ア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

◆◆ IPIP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

デ ス ト ネ ー シ ョ ンデ ス ト ネ ー シ ョ ン IPIP ア ド レ スア ド レ ス  ( (送信先送信先 IP) IP) と 設定し た 自機と 設定し た 自機 IPIPア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

ソ ー スソ ー ス IPIP ア ド レ スア ド レ ス  ( (送信元送信元 IPIP ア ド レ スア ド レ ス ) ) と 設定し た 相手と 設定し た 相手 IPIP ア ド レ ス の 一致ア ド レ ス の 一致

◆◆ TTCCPP ヘ ッ ダ 部ヘ ッ ダ 部

デ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー トデ ス ト ネ ー シ ョ ン ポ ー ト NNo (o (送信先ポ ー ト送信先ポ ー ト NNo) o) と 設定し た 自機ポ ー トと 設定し た 自機ポ ー ト NNoo の 一致の 一致

ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト NNo (o (送信元ポ ー ト送信元ポ ー ト NNo) o) と 設定し た 相手ポ ー トと 設定し た 相手ポ ー ト NoNo の 確認の 確認

受信し た ソ ー ス ポ ー ト受信し た ソ ー ス ポ ー ト NNoo と 設定し た 相手ポ ー トと 設定し た 相手ポ ー ト NNoo が 不一致の 場合、が 不一致の 場合、 一時的に一時的に

ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト NNoo に 合わ せ て 通信を 行い ま す 。に 合わ せ て 通信を 行い ま す 。

ま た 、ま た 、 TTCCPP プ ロ ト コ ル のプ ロ ト コ ル の SEQSEQ  NNoo、、 AACCK K NNoo の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。の チ ェ ッ ク を 行い ま す 。

送出パ ケ ッ ト は相手ア ド レ ス と 適切な送出パ ケ ッ ト は相手ア ド レ ス と 適切な SEQ,ASEQ,ACCKK を 作成し て 出力し ま す 。を 作成し て 出力し ま す 。

例例)) IPIP ア ド レ ス 、ア ド レ ス 、 ポ ー ト 番号の 設定例ポ ー ト 番号の 設定例

下記の よ う な設定で 、下記の よ う な設定で 、 自機と 相手機器と の 間で コ ネ ク シ ョ ン の 開設が 出来ま す 。自機と 相手機器と の 間で コ ネ ク シ ョ ン の 開設が 出来ま す 。

３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別３ －１ 　 受信パ ケ ッ ト 識別

◆◆ 矢印の よ う な関係に なっ て い る 必要が あ り ま す 。矢印の よ う な関係に なっ て い る 必要が あ り ま す 。

◆◆ Enet-RVEnet-RV の ポ ー ト ナ ン バ ー の 指定はの ポ ー ト ナ ン バ ー の 指定は DDex ex (10(10 進数進数) ) で す 。で す 。 相手機器の ポ ー相手機器の ポ ー 指定指定

をを 1616 進で 行なう 場合は、進で 行なう 場合は、 注意が 必要で す 。注意が 必要で す 。

◆◆ Enet-RVEnet-RV の ポ ー ト ナ ン バ ー 指定で 、の ポ ー ト ナ ン バ ー 指定で 、 00000000 は未設定扱い と なり ま す 。は未設定扱い と なり ま す 。 必ず必ず 00000000

以外の 設定が 必要で す 。以外の 設定が 必要で す 。

イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス

(装置固定)

192.168.0.20

自機IPア ド レ ス

4097

自機ポ ー ト ア ド レ ス

IP=192.168.0.10

相手IPア ド レ ス

4096

相手ポ ー ト ア ド レ ス

MAC=XX:XX:XX:XX:XX:XX

イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス (装置固定)

IP=192.168.0.10

自機IPア ド レ ス

SP=4096(DEC)

自機ポ ー ト ア ド レ ス

nnI= 192.168.0.20

相手IPア ド レ ス

nnDP=4097

相手ポ ー ト ア ド レ ス
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Enet-RVEnet-RV は、は、 通信相手機器通信相手機器 ( (サ ー バサ ー バ) ) 、、 ル ー タ 等が発行するル ー タ 等が発行する ARPARPブ ロ ー ド キ ャ ス ト にブ ロ ー ド キ ャ ス ト に

応答し ま す。応答し ま す。 次の 条件で 、次の 条件で 、 ARPARP応答と し て 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 送信し ま す。応答と し て 自機イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 送信し ま す。

◆◆ ARPARP で 問い 合わ せ て い る タ ー ゲ ッ トで 問い 合わ せ て い る タ ー ゲ ッ ト IPIP と 自機と 自機 IPIP の 一致の 一致

◆◆ ARPARP 発行元発行元 IPIP と 登録さ れて い る 相手と 登録さ れて い る 相手 IPIP の 一致の 一致

こ れに よ りこ れに よ り ARPARP 発行元は、発行元は、 Enet-RVEnet-RV の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 得る こ と が 出来まの イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 得る こ と が 出来ま

す 。す 。 ま た 、ま た 、 Enet-RVEnet-RVか ら コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る 際に 、か ら コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る 際に 、 相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ

ス を 取得し て い ない 場合は、ス を 取得し て い ない 場合は、 ARPARP ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し ま す 。ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し ま す 。

応答し て き た 相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取得し ま す 。応答し て き た 相手の イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 取得し ま す 。

但し 、但し 、サ ブ ネ ッ ト の 条件を 設定し た 場合は、サ ブ ネ ッ ト の 条件を 設定し た 場合は、上記と 異なり ま す 。上記と 異なり ま す 。 [1 [1－－55　 設定項目の　 設定項目の

解説解説] ] 中の中のNETMNETM等の設定ぺージ補足の異なる ネッ ト ワ ーク 間の通信を 参照し て 下さ い。等の設定ぺージ補足の異なる ネッ ト ワ ーク 間の通信を 参照し て 下さ い。

３ －２ 　３ －２ 　 A R PA R P に 対す る 応答に 対す る 応答

◆◆ Enet-RVEnet-RV か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設

Enet-RVEnet-RV か らか ら TCPTCP//IPIP の コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る に は、の コ ネ ク シ ョ ン を 開設す る に は、 ３ つ の 方法が あ り ま す 。３ つ の 方法が あ り ま す 。

　 ▼　 ▼ 端末機器か ら シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の端末機器か ら シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の OPENOPEN コ マ ン ド 送信コ マ ン ド 送信

　 ▼　 ▼ 端末機器か ら 制御線の コ ン ト ロ ー ル に よ る 接続端末機器か ら 制御線の コ ン ト ロ ー ル に よ る 接続 ( (DTRDTR== mmmm 又は又は CDCD== mmmm のの

設定設定))

　 ▼　 ▼ Enet-RVEnet-RV の 電源投入時自動接続の 電源投入時自動接続 ( (PWPW== nnTnnT の 設定の 設定))

上記の コ ネ ク シ ョ ン 開設要求に よ り 、上記の コ ネ ク シ ョ ン 開設要求に よ り 、 Enet-RVEnet-RV は、は、 SYNSYN パ ケ ッ トパ ケ ッ ト  ( (開設要開設要

求パ ケ ッ ト求パ ケ ッ ト ) ) を 発行し て 開設要求手順を 実行し ま す 。を 発行し て 開設要求手順を 実行し ま す 。

こ の 際、こ の 際、相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 未取得の 場合は、相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス を 未取得の 場合は、ARPARPブ ロ ー ド キ ャ スブ ロ ー ド キ ャ ス

ト を 発行し て 取得後に 、ト を 発行し て 取得後に 、 SYNSYN を 発行し ま す 。を 発行し ま す 。

◆◆ 相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン 開設

相手機器か ら相手機器か ら SYNSYN パ ケ ッ ト 受信し た 場合、パ ケ ッ ト 受信し た 場合、 開設手順を 実行し ま す 。開設手順を 実行し ま す 。

※※ ど ち ら の 場合も 、ど ち ら の 場合も 、開設に 成功の 場合　 メ ッ セ ー ジ 又は制御線、開設に 成功の 場合　 メ ッ セ ー ジ 又は制御線、LEDLEDで 開設の 成功で 開設の 成功

を 通知しを 通知し て 、て 、 デ ー タ 通信状態と なり ま す 。デ ー タ 通信状態と なり ま す 。

※※ Enet-RVEnet-RV が コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、が コ ネ ク シ ョ ン 開設中は、 他の 通信相手機器か ら の 開設要求は受け 付他の 通信相手機器か ら の 開設要求は受け 付

け まけ ま せ ん 。せ ん 。

３ －３ 　３ －３ 　 TC PTC P//I PI P コ ネ ク シ ョ ン の 開設コ ネ ク シ ョ ン の 開設
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◆◆ Enet-RVEnet-RV か ら コ ネ ク シ ョ ン の 終了か ら コ ネ ク シ ョ ン の 終了

Enet-RVEnet-RV か らか ら TCPTCP//IPIP の コ ネ ク シ ョ ン を 終了す る に は、の コ ネ ク シ ョ ン を 終了す る に は、 ２ つ の 方法が あ り ま す 。２ つ の 方法が あ り ま す 。

　 ▼　 ▼ 端末機器か ら シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の端末機器か ら シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の QUITQUITコ マ ン ド 送信コ マ ン ド 送信

　 ▼　 ▼ 端末機器か ら 制御線の コ ン ト ロ ー ル に よ る 終了端末機器か ら 制御線の コ ン ト ロ ー ル に よ る 終了

((DTRDTR== mmmm、、 ま た は、ま た は、 CD=mmCD=mm の 設定時の 設定時))

Enet-RVEnet-RVは、は、FINFINパケ ッ トパケ ッ ト  ( (終了要求パケ ッ ト終了要求パケ ッ ト ) ) を 発行し て 終了手順を 実行し ま す 。を 発行し て 終了手順を 実行し ま す 。

正し く 終了手順が 行わ れた 後に 、正し く 終了手順が 行わ れた 後に 、 タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なり ま す 。タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なり ま す 。

タ イ ム ウ ェ イ ト は、タ イ ム ウ ェ イ ト は、 最後に 発行さ れた パ ケ ッ ト が 確実に 消滅す る ま で の 時間で 、最後に 発行さ れた パ ケ ッ ト が 確実に 消滅す る ま で の 時間で 、

ネ ッ ト ワ ー ク 回線の ハ ー ド 的要因で 規定さ れて い ま す 。ネ ッ ト ワ ー ク 回線の ハ ー ド 的要因で 規定さ れて い ま す 。こ の 間、こ の 間、同じ 相手に 対し同じ 相手に 対し

てて SYN (SYN (開設要求開設要求) ) を 発行す る 事は出来ま せ ん 。を 発行す る 事は出来ま せ ん 。

◆◆ 相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン の 終了相手機器か ら の コ ネ ク シ ョ ン の 終了

相手機器か ら の相手機器か ら の FINFIN パ ケ ッ ト を 受信し た 場合も 終了手順を 実行し ま す 。パ ケ ッ ト を 受信し た 場合も 終了手順を 実行し ま す 。

ま た 、ま た 、相手機器よ り相手機器よ り RSTRSTパ ケ ッ トパ ケ ッ ト  ( (強制終了パ ケ ッ ト強制終了パ ケ ッ ト ) ) を 受信の 場合も コ ネ ク シ ョを 受信の 場合も コ ネ ク シ ョ

ン を 終了し ま す 。ン を 終了し ま す 。

※※ ど ち ら の 場合も 、ど ち ら の 場合も 、終了の 時に はメ ッ セ ー ジ 又は制御線、終了の 時に はメ ッ セ ー ジ 又は制御線、LEDLEDで コ ネ ク シ ョ ン の 終で コ ネ ク シ ョ ン の 終

了を 通知了を 通知し て 待機状態と なり ま す 。し て 待機状態と なり ま す 。

３ －４３ －４   TCP  TCP//I PI P コ ネ ク シ ョ ン の 終了コ ネ ク シ ョ ン の 終了
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TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン が 開設中は、コ ネ ク シ ョ ン が 開設中は、 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信す る コ マ ン ド 以外はシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信す る コ マ ン ド 以外は

TCPTCP//IPIP デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 送出さ れま す 。デ ー タ パ ケ ッ ト と し て 送出さ れま す 。

TCPTCP//IPIPか ら の デ ー タ パ ケ ッ ト 受信は、か ら の デ ー タ パ ケ ッ ト 受信は、そ のそ の デ ー タ 部分デ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 送出を シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 送出

し ま す 。し ま す 。

デ ー タ の 伝送中に なん ら か の 理由で 相互の パ ケ ッ ト 交換に 異常が 発生し た 場合は 、デ ー タ の 伝送中に なん ら か の 理由で 相互の パ ケ ッ ト 交換に 異常が 発生し た 場合は 、

送信元は送信間隔を 変え て 再送を 行い ま す 。送信元は送信間隔を 変え て 再送を 行い ま す 。 再送回数の 既定値を 越え て も 正常に 復再送回数の 既定値を 越え て も 正常に 復

帰し ない 場合は帰し ない 場合は RSTRSTパ ケ ッ ト を 送り 強制終了と なり ま す 。パ ケ ッ ト を 送り 強制終了と なり ま す 。

Enet-RVEnet-RV か らか ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了

３ －５３ －５     デ ー タ の 伝送デ ー タ の 伝送

RS232C機器 相手機器Enet-RV
RS232C イ ー サ ネ ッ ト

@OPENnn
開設要求コ マ ン ド

相手MAC未取得の 場合
ブ ロ ー ド キ ャ ス ト ARP

ARP 応答

開設要求 SYN

SYN / ACK

ACK
開設メ ッ セ ー ジ

デ ー タ “ 1234567890”
デ ー タ “ 1234567890”

ACK

デ ー タ “ ABCDEFGHIJ”
デ ー タ “ ABCDEFGHIJ”

@QUITnn
ACK

FIN

ACK

ACK

FIN

@TIME△WAITnn

@CLOSE△COMPLETED タ イ ム ウ エ イ ト

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

@ESTABLISHEDnn LFCR
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UDPUDP は、は、 TCPTCP//IPIP の よ う なプ ロ ト コ ルの よ う なプ ロ ト コ ル  ( (受信確認受信確認) ) が 無く 、が 無く 、 デ ー タ パ ケ ッ ト の み送受デ ー タ パ ケ ッ ト の み送受

信し ま す 。信し ま す 。 UDPUDP通信開設を 指定し た 時の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 受信デ ー タ は、通信開設を 指定し た 時の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 受信デ ー タ は、UDPUDPパパ

ケ ッ ト と し て 相手ア ド レ ス を 付加し て イ ー サ ネ ッ ト に 送出さ れま す 。ケ ッ ト と し て 相手ア ド レ ス を 付加し て イ ー サ ネ ッ ト に 送出さ れま す 。自機宛の自機宛の UDPUDP

パ ケ ッ ト はデ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 送出し ま す 。パ ケ ッ ト はデ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 送出し ま す 。 簡易的な 送受信の 為、簡易的な 送受信の 為、

相手が 正常に 受信し た か の チ ェ ッ ク は行い ま せ ん 。相手が 正常に 受信し た か の チ ェ ッ ク は行い ま せ ん 。UDPUDP通信を 使う 場合に はこ れら通信を 使う 場合に はこ れら

の 特徴を ふ ま え て シ ス テ ム 構築し て 下さ い 。の 特徴を ふ ま え て シ ス テ ム 構築し て 下さ い 。

例例)) ア プ リ ケ ー シ ョ ン 側ア プ リ ケ ー シ ョ ン 側 ( (ユ ー ザ 様作成ユ ー ザ 様作成) ) に て デ ー タ を 受信し た ら デ ー タ と し てに て デ ー タ を 受信し た ら デ ー タ と し て

受信確認の受信確認の ACKACK 等を 返送す る 。等を 返送す る 。

ま た 、ま た 、Enet-RVEnet-RVはデ フ ォ ル ト で ははデ フ ォ ル ト で は TCPTCP//IPIP通信待機状態と なっ て い ま す の で通信待機状態と なっ て い ま す の で UDPUDP通通

信を 行う に は、信を 行う に は、コ マ ン ドコ マ ン ド  ( (@UDPnn@UDPnn LFCR ) ) に よ りに よ り UDPUDP通信状態に す る か ま た はプ ロ グ通信状態に す る か ま た はプ ロ グ

ラ ム モ ー ド 中の 設定でラ ム モ ー ド 中の 設定で PWPW== nnUnnU 指定を 行っ た 状態で 起動す る 必要が あ り ま す 。指定を 行っ た 状態で 起動す る 必要が あ り ま す 。

３ －６ 　３ －６ 　 U D PU D P

相手機器か ら相手機器か ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了コ ネ ク シ ョ ン の 開設／デ ー タ の 伝送／終了

RS232C機器 相手機器Enet-RV
RS232C イ ー サ ネ ッ ト

開設要求 SYN

SYN / ACK

ACK
開設メ ッ セ ー ジ

デ ー タ “ 1234567890”
デ ー タ “ 1234567890”

ACK

デ ー タ “ ABCDEFGHIJ”

デ ー タ “ ABCDEFGHIJ”

ACK

FIN

ACK

FIN

@CLOSE△COMPLETED LFCR

@ESTABLISHEDnn LFCR

ACK
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３ －７ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て３ －７ 　 実際の デ ー タ 伝送に つ い て

TCPTCP//IPIP あ る い はあ る い は U DPU DP が 開設中の 時、が 開設中の 時、 端末機器は、端末機器は、 Enet-RVEnet-RV を 介し て 相手機器とを 介し て 相手機器と

の 間で デ ー タ 伝送が 可能な状態と なり ま す 。の 間で デ ー タ 伝送が 可能な状態と なり ま す 。

◆◆ RS23 2CRS23 2C 機器か ら の デ ー タ は、機器か ら の デ ー タ は、 バ イ ト 単位でバ イ ト 単位で Enet-RVEnet-RV の シ リ ア ル チ ャ ンの シ リ ア ル チ ャ ン

ネ ル が 受信し ま す 。ネ ル が 受信し ま す 。 し か し 、し か し 、 Enet-RVEnet-RV か ら イ ー サ ネ ッ ト 機器へか ら イ ー サ ネ ッ ト 機器へ TCPTCP//I PI P

((U DPU DP) ) で デ ー タ を 送信す る に は、で デ ー タ を 送信す る に は、 パ ケ ッ ト 単位で 送出し ま す 。パ ケ ッ ト 単位で 送出し ま す 。 従っ て従っ て RS232CRS232C

機機器よ り 受信の バ イ ト 単位の デ ー タ を パ ケ ッ ト と す る器よ り 受信の バ イ ト 単位の デ ー タ を パ ケ ッ ト と す る  ( (ひ と ま と めひ と ま と め ) ) 方法を方法を

Enet-RVEnet-RV に 指定す る 必要が あ り ま す 。に 指定す る 必要が あ り ま す 。

パケ ッ ト の 区切り と し て ３ 種類の 方法が指定可能で す 。パケ ッ ト の 区切り と し て ３ 種類の 方法が指定可能で す 。こ れら はプ ロ グ ラ ム モ ーこ れら はプ ロ グ ラ ム モ ー

ド で 設定し ま す 。ド で 設定し ま す 。　 設定の 詳し い 方法は　 設定の 詳し い 方法は [1 [1-5-5 　 設定項目の 解説　 設定項目の 解説] ] を 参照し て 下さを 参照し て 下さ

い 。い 。

◆◆ デ リ ミ タ コ ー ド の 指定デ リ ミ タ コ ー ド の 指定

デ ー タ 中に デ リ ミ タ コ ー ド に 指定し た コ ー ド を 検出し た 場合は、デ ー タ 中に デ リ ミ タ コ ー ド に 指定し た コ ー ド を 検出し た 場合は、そ れま で に 受信そ れま で に 受信

し た デ ー タ 列し た デ ー タ 列 ( (デ リ ミ タ コ ー ド を 含むデ リ ミ タ コ ー ド を 含む ) ) をを 11 パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。

デ リ ミ タ コ ー ド の 指定は、デ リ ミ タ コ ー ド の 指定は、 DE LDE L== で 指定す る コ ー ドで 指定す る コ ー ド  ( (0 0 h00 h ～～ FFhFFh ) ) で す 。で す 。

例例))デ リ ミ タ をデ リ ミ タ を LFLF ( (0Ah0Ah ) ) と し た 場合と し た 場合 (DEL (DEL== 0A)0A)

３ －７ －１ 　３ －７ －１ 　 RS232CRS232C 機器→機器→ Enet-RVEnet-RV →イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送→イ ー サ ネ ッ ト 機器へ の デ ー タ 伝送

RS232C機器 相手機器Enet-R-RV

RS232C イ ー サ ネ ッ ト

12345

ABCDEF GHIJ
ABCDEF

GHIJ12345

LF
LF

LF
LF
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◆◆ タ イ ム ア ウ ト の 指定タ イ ム ア ウ ト の 指定

タ イ ム ア ウ ト 値が 指定し て あ る 場合は、タ イ ム ア ウ ト 値が 指定し て あ る 場合は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信が 一定時間シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信が 一定時間

以上途絶え る と 、以上途絶え る と 、 そ れま で に 受信の デ ー タ 列をそ れま で に 受信の デ ー タ 列を 11 パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。

例例))タ イ ム ア ウ ト 値をタ イ ム ア ウ ト 値を 0.500.50 と し た 場合と し た 場合 (D (DTT== 0.50)0.50)

※※ こ の 指定は、こ の 指定は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信デ ー タ が バイ ナ リ デ ー タ で 可変長の よシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信デ ー タ が バイ ナ リ デ ー タ で 可変長の よ

う な場合に 有効な指定と なり ま す 。う な場合に 有効な指定と なり ま す 。

◆◆ シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信長が 規定を 越え る 場合シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信長が 規定を 越え る 場合

TCPTCP//IPIP で は、で は、 11 パ ケ ッ ト で 伝送出来る 最大長が 規定さ れて い ま す 。パ ケ ッ ト で 伝送出来る 最大長が 規定さ れて い ま す 。 そ の 値は、そ の 値は、

通常通常 14601460 バ イ ト で す 。バ イ ト で す 。

Enet-RVEnet-RV の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信長が こ の 値に なる と 、の シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の 受信長が こ の 値に なる と 、 デ リ ミ タ 、デ リ ミ タ 、

タ イ ム ア ウ ト の 設定に 関わ ら ず 、タ イ ム ア ウ ト の 設定に 関わ ら ず 、 11 パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。パ ケ ッ ト と し て 伝送し ま す 。

※※ 相手機器か ら の 受信制限に つ い て相手機器か ら の 受信制限に つ い て

相手機器の 受信処理が 遅れが 有る 場合は、相手機器の 受信処理が 遅れが 有る 場合は、TCPTCP//IPIPパ ケ ッ ト に 制限す る 情報が 入パ ケ ッ ト に 制限す る 情報が 入

り ま す 。り ま す 。 こ の 場合、こ の 場合、 Enet-RVEnet-RVは、は、 シ リ ア ル 受信バ ッ フ ァ に デ ー タ を 蓄積し ま す 。シ リ ア ル 受信バ ッ フ ァ に デ ー タ を 蓄積し ま す 。

[[33--88　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御] ] も 参照し て 下さ い 。も 参照し て 下さ い 。

ご 注意ご 注意 デ リ ミ タ 設定、デ リ ミ タ 設定、 タ イ ム ア ウ ト 設定、タ イ ム ア ウ ト 設定、 最大パ ケ ッ ト 長最大パ ケ ッ ト 長 14601460 バ イ ト の 条件は、バ イ ト の 条件は、

O RO R で 機能し ま す 。で 機能し ま す 。

RS232C機器 相手機器Enet-RV

RS232C イ ー サ ネ ッ ト

ABCDEF GHIJLF

12345 LF

12345 LF

ABCDEF GHIJLF
0.5sec受信な し

0.5sec受信な し
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◆◆ フ ロ ー 制御フ ロ ー 制御

　　 フ ロ ー 制御でフ ロ ー 制御で RS232CRS232C 機器へ の 送信が 停止の 場合、機器へ の 送信が 停止の 場合、 Enet-RVEnet-RV は、は、 シ リ ア ル チ ャシ リ ア ル チ ャ

ン ネン ネ ル 送信バ ッ フ ァ に デ ー タ を 蓄積し ま す 。ル 送信バ ッ フ ァ に デ ー タ を 蓄積し ま す 。 バ ッ フ ァ フ ル と なる とバ ッ フ ァ フ ル と なる と TCPTCP//IPIP パパ

ケ ッ ト にケ ッ ト に 制限情報を 出力し ま す 。制限情報を 出力し ま す 。も し 、も し 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 送信停止状態が 続シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 送信停止状態が 続

き 、き 、 かか つ 相手機器か ら の 受信が 多い と 、つ 相手機器か ら の 受信が 多い と 、 TCPTCP//IPIP の 再送オ ー バ が 発生し て コ ネ クの 再送オ ー バ が 発生し て コ ネ ク

シ ョ ン がシ ョ ン が 切断さ れる 事が あ り ま す 。切断さ れる 事が あ り ま す 。

　　 [3[3--88　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御] ] も 参照し て 下さ い 。も 参照し て 下さ い 。

◆◆ 通常の 伝送通常の 伝送

　　 TCPTCP//IPIP の デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信し た 場合は、の デ ー タ パ ケ ッ ト を 受信し た 場合は、 そ の デ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ンそ の デ ー タ 部分を シ リ ア ル チ ャ ン

ネ ル に 送出し ま す 。ネ ル に 送出し ま す 。デ リ ミ タ 、デ リ ミ タ 、タ イ ム ア ウ ト に 関係なく 、タ イ ム ア ウ ト に 関係なく 、TCPTCP//IPIPパ ケ ッ ト の デ ーパ ケ ッ ト の デ ー

タ 部分の みが 送出さ れま す 。タ 部分の みが 送出さ れま す 。

例例))

３ －７ －２ 　 イ ー サ ネ ッ ト 機器→３ －７ －２ 　 イ ー サ ネ ッ ト 機器→ Enet-RVEnet-RV →→ RS232CRS232C 機器へ の デ ー タ 伝送機器へ の デ ー タ 伝送

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信す る デ ー タ 列が 、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 受信す る デ ー タ 列が 、 コ マ ン ド と 一致す る 場合は、コ マ ン ド と 一致す る 場合は、 そ れま でそ れま で

の 受信デ ー タ を 無効と し て そ の コ マ ン ド の 指示す る 処理を 行い ま す 。の 受信デ ー タ を 無効と し て そ の コ マ ン ド の 指示す る 処理を 行い ま す 。

そ の 状態に 応じ て リ ザ ル ト を 返し ま す 。そ の 状態に 応じ て リ ザ ル ト を 返し ま す 。 終了コ マ ン ド終了コ マ ン ド  ( (@ Q U I T@ Q U I T LFCR ) ) の 場合は、の 場合は、 正正

規の規の TCPTCP//IPIP 終了手順で コ ネ ク シ ョ ン を 終了し ま す 。終了手順で コ ネ ク シ ョ ン を 終了し ま す 。

３ －７ －３ 　 開設中の コ マ ン ド 及び リ ザ ル ト３ －７ －３ 　 開設中の コ マ ン ド 及び リ ザ ル ト

RS232C機器 相手機器Enet-RV

RS232C イ ー サ ネ ッ ト

12345

ABCDEF GHIJLF

LF
HEADER 12345 CRCLF

HEADER ABCDEF GHIJ CRCLF
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◆◆ プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 以下の よ う な設定が 行わ れて い る 場合の 例プ ロ グ ラ ム モ ー ド 内で 以下の よ う な設定が 行わ れて い る 場合の 例

DELDEL== 0A0A

DDTT== 0 . 5 00 . 5 0

CO MCO M == @@

RM SGRM SG == EE

IPIP== 19 2 . 1 68 . 0 . 1 019 2 . 1 68 . 0 . 1 0

SPSP== 40964096

1100II == 1 92 . 1 6 8 . 0 . 2 01 92 . 1 6 8 . 0 . 2 0

110D0DPP== 40974097　 　 　 相手機器の　 　 　 相手機器の IP, PO R TIP, PO R T が 対応し て い る 事。が 対応し て い る 事。

３ －７ －４ 　３ －７ －４ 　  TC P TC P//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設、コ ネ ク シ ョ ン 開設、 デ ー タ 伝送、デ ー タ 伝送、

コ ネ ク シ ョ ン 終了ま で の 例コ ネ ク シ ョ ン 終了ま で の 例

RS232C機器 相手機器Enet-RV
RS232C イ ー サ ネ ッ ト

@OPENnn

ACK

1460バイ ト の デ ー タ

ACK

ABCDEFGHIJ

ACK

FIN

ACK

ACK

FIN

@TIME△WAITnn

@CLOSE△COMPLETED
2分経過

LFCR

LFCR

LFCR

SYN

SYN / ACK

@ESTABLISHEDnn LFCR

123 456LF
123 LF

ACK

を 含ま ないLF

456

ACK

ABCDEFGHIJ

を 含ま ないLF

1460バイ ト の デ ー タ

@QUITnn LFCR

0.5秒間

開設コ マ ン ド

開設手順

開設成立

ま で を

相手機器へ

タ イ ム ア ウ ト で

相手機器へ

相手機器か ら

端末機器へ

終了コ マ ン ド

終了手順

タ イ ム ウ ェ イ ト

と な る

タ イ ム ウ ェ イ ト

終了

LF
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RTSRTS//CTSCTS ハ ー ド フ ロ ー 制御は、ハ ー ド フ ロ ー 制御は、 設定に 関係なく 常に 有効と なっ て い ま す 。設定に 関係なく 常に 有効と なっ て い ま す 。

通信速度が 早い た め 、通信速度が 早い た め 、 CTSCTS で 相手機器の 送信可能を 、で 相手機器の 送信可能を 、 RTSRTS でで Enet-RVEnet-RVの 受信可能の 受信可能

状態を 制御し て い ま す 。状態を 制御し て い ま す 。 　　 Enet-RVEnet-RV の 処理の 関係での 処理の 関係で RTSRTS を ビ ジ ーを ビ ジ ー  ( (LowLow ) ) と す る 事と す る 事

が あ り ま す 。が あ り ま す 。　　 バ ッ フ ァ フ ル に なっ て もバ ッ フ ァ フ ル に なっ て も RTSRTSを 無視し て 送信す る 機器か ら の デ ー タを 無視し て 送信す る 機器か ら の デ ー タ

は、は、 古い も の か ら 上書き さ れま す 。古い も の か ら 上書き さ れま す 。 　　 従っ て 、従っ て 、 デ ー タ 線の みの 接続で は、デ ー タ 線の みの 接続で は、 デ ー タ のデ ー タ の

欠落が 発生す る 場合が あ り ま す 。欠落が 発生す る 場合が あ り ま す 。

RTSRTS 出力は、出力は、 起動時、起動時、 常に レ デ ィ常に レ デ ィ  ( (H iH i ) ) 状態で す 。状態で す 。

CTSCTS 入力を 未処理の ま ま と す る と 、入力を 未処理の ま ま と す る と 、 デ ー タ 送出を 行い ま せ ん 。デ ー タ 送出を 行い ま せ ん 。

※※ DTRDTR//DSRDSRフ ロ ー 制御は設定で き ま せ ん 。フ ロ ー 制御は設定で き ま せ ん 。

◆◆ DTRDTR//DSRDSR は、は、 有効／無効の み設定可能で す 。有効／無効の み設定可能で す 。

◆◆ 設定無効設定無効 ( (DTRDTR== DD ) ) の 場合、の 場合、 DTRDTR 出力は常に レ デ ィ出力は常に レ デ ィ  ( (H iH i ) ) で す 。で す 。

３ －８ －２ 　３ －８ －２ 　 RTSRTS//C TSC TS フ ロ ー 制御フ ロ ー 制御

Enet-RVEnet-RVは、は、 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 入出力シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 入出力8K8K バ イ ト 、バ イ ト 、 イ ー サ ネ ッ ト 入出力イ ー サ ネ ッ ト 入出力8K8K バ イバ イ

ト の バ ッ フ ァ を 持ち ま す 。ト の バ ッ フ ァ を 持ち ま す 。 　 こ の バ ッ フ ァ を 利用し て 異なる 通信手順の 同期を 取り　 こ の バ ッ フ ァ を 利用し て 異なる 通信手順の 同期を 取り

ま す 。ま す 。 　　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 設定に よ り フ ロ ー 制御が 行え ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド で の 設定に よ り フ ロ ー 制御が 行え ま す 。

設定方法は、設定方法は、 [1 [1--55　 設定項目の 解説　 設定項目の 解説] ] を 参照し て 下さ い 。を 参照し て 下さ い 。

３ －８ 　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御３ －８ 　 シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の フ ロ ー 制御

1)1) 設定無効設定無効 ( (XO NXO N == DD ) ) の 場合の 場合

XO NXO N  ( (1 1 h11 h ) ) 、、 XO FFXO FF ( (1 3 h13 h ) ) コ ー ド は、コ ー ド は、 デ ー タ と し て 扱わ れま す 。デ ー タ と し て 扱わ れま す 。

Enet-RVEnet-RV が 制御の た め にが 制御の た め に XO NXO N 、、 XO FFXO FF コ ー ド を 出力す る こ と も 有り ま せ ん 。コ ー ド を 出力す る こ と も 有り ま せ ん 。

イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 停止さ れた 後も 入力が 続き 、イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 停止さ れた 後も 入力が 続き 、入力バ ッ フ ァ が フ ル と なっ入力バ ッ フ ァ が フ ル と なっ

た 場合は古い デ ー タ に 上書き さ れま す 。た 場合は古い デ ー タ に 上書き さ れま す 。

2)2) 設定有効設定有効 ( (XO NXO N == EE ) ) の 場合の 場合

　 ◆　 ◆ Enet-RVEnet-RV か ら 端末機器へ デ ー タ 送信の 場合の 制御か ら 端末機器へ デ ー タ 送信の 場合の 制御

端末機器か ら端末機器か ら XO FFXO FF ( (1 3h13h ) ) コ ー ド を 受信す る と 、コ ー ド を 受信す る と 、デ ー タ 送信を 停止し ま す 。デ ー タ 送信を 停止し ま す 。

端末機器か ら端末機器か ら XO NXO N  ( (1 1h11h ) ) コ ー ド を 受信す る と 、コ ー ド を 受信す る と 、 デ ー タ 送信を 再開し ま す 。デ ー タ 送信を 再開し ま す 。

　 ◆　 ◆ イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 停止さ れ、イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 停止さ れ、 入力バ ッ フ ァ に 蓄積し た 場合入力バ ッ フ ァ に 蓄積し た 場合

入力バ ッ フ ァ の 残り が入力バ ッ フ ァ の 残り が 2K2Kバ イ ト 程に なる とバ イ ト 程に なる と XO FFXO FF ( (1 3h13h ) ) コ ー ド を 送出し てコ ー ド を 送出し て

端末機器に 送信停止を 知ら せ ま す 。端末機器に 送信停止を 知ら せ ま す 。イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 再開さ れ、イ ー サ ネ ッ ト へ の 送信が 再開さ れ、入力入力

バ ッ フ ァ の 残り がバ ッ フ ァ の 残り が 6K6K バ イ ト 程に なる とバ イ ト 程に なる と XO NXO N  ( (1 1h11h ) ) コ ー ド を 送出し て 端末コ ー ド を 送出し て 端末

機器へ 再開可能を 知ら せ ま す 。機器へ 再開可能を 知ら せ ま す 。

３ －８ －１ 　３ －８ －１ 　 XO NXO N //XO FFXO FF フ ロ ー 制御フ ロ ー 制御
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４ －１ －２ 　 リ ザ ル ト フ ォ ー マ ッ ト４ －１ －２ 　 リ ザ ル ト フ ォ ー マ ッ ト

  第４ 章第４ 章　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト

４ －１ 　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト の フ ォ ー マ ッ ト４ －１ 　 コ マ ン ド と リ ザ ル ト の フ ォ ー マ ッ ト

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列＋コ マ ン ド 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列＋コ マ ン ド 文字列 ( (＋テ ー ブ ル 番号＋テ ー ブ ル 番号) ) LFCR

例例) ) @OPEN10@OPEN10 LFCR   (  (テ ー ブ ルテ ー ブ ル 1010 番と番と TCPTCP//IPIP 開設す る開設す る ))

◆◆ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列

プ ロ グ ラ ム モ ー ド のプ ロ グ ラ ム モ ー ド の COMCOM== で 設定変更可能な文字列で す 。で 設定変更可能な文字列で す 。

デ フ ォ ル ト は、デ フ ォ ル ト は、 @ (40h) 1@ (40h) 1 文字で す 。文字で す 。

デ ー タ と の 識別の 為に 付加し ま す 。デ ー タ と の 識別の 為に 付加し ま す 。

◆◆ コ マ ン ド 文字列コ マ ン ド 文字列

Enet-RVEnet-RV に 指示を 与え る コ マ ン ド で す 。に 指示を 与え る コ マ ン ド で す 。

◆◆ テ ー ブ ル 番号テ ー ブ ル 番号

フ ラ ッ シ ュフ ラ ッ シ ュ ROMROM に 設定出来るに 設定出来る 1010個の う ち 、個の う ち 、対象と なる 相手機器の テ ー ブ ル 番号対象と なる 相手機器の テ ー ブ ル 番号

を 指定し ま す 。を 指定し ま す 。

一部の コ マ ン ド に 必要で す 。一部の コ マ ン ド に 必要で す 。

番号は番号は 11 ～～ 1010 の 数値で す 。の 数値で す 。   ((11 ～～ 99 番で は番で は 0101 等で も 可等で も 可))

◆◆ LFCR

コ マ ン ド の デ リ ミ タ で す 。コ マ ン ド の デ リ ミ タ で す 。

CR   (  (キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン ：： 0Dh) 0Dh) とと

LF   (  (ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド ：： 0Ah) 0Ah) を 必ず 最後に 付け ま す 。を 必ず 最後に 付け ま す 。

４ －１ －１ 　 コ マ ン ド フ ォ ー マ ッ ト４ －１ －１ 　 コ マ ン ド フ ォ ー マ ッ ト

コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列＋リ ザ ル ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列＋リ ザ ル ト 文字列 ( (＋テ ー ブ ル 番号＋テ ー ブ ル 番号) ) LFCR

例例) ) @ TIM E@ TIM E △△ W AIT1W AIT100 LFCR  ( (テ ー ブ ルテ ー ブ ル 1010 番の 相手機器と タ イ ム ウ ェ イ ト に なっ た ）番の 相手機器と タ イ ム ウ ェ イ ト に なっ た ）

◆◆ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字列

プ ロ グ ラ ム モ ー ド のプ ロ グ ラ ム モ ー ド の COMCOM== で 設定変更可能な文字列で す 。で 設定変更可能な文字列で す 。

デ フ ォ ル ト は、デ フ ォ ル ト は、 @@  ( (4 0h4 0h ) ) 11 文字で す 。文字で す 。

デ ー タ と の 識別の 為に 付加し ま す 。デ ー タ と の 識別の 為に 付加し ま す 。

コ マ ン ド は次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。コ マ ン ド は次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。

リ ザ ル ト は、リ ザ ル ト は、 次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。次の フ ォ ー マ ッ ト で す 。
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◆◆ リ ザ ル ト 文字列リ ザ ル ト 文字列

コ マ ン ド 実行の 結果、コ マ ン ド 実行の 結果、 発生し た 状況を 返し ま す 。発生し た 状況を 返し ま す 。

◆◆ テ ー ブ ル 番号テ ー ブ ル 番号

対象と なる 相手の テ ー ブ ル 番号と なり ま す 。対象と なる 相手の テ ー ブ ル 番号と なり ま す 。

一部の リ ザ ル ト に 付加さ れま す 。一部の リ ザ ル ト に 付加さ れま す 。

番号は、番号は、 0101 ～～1010 の 数値で す 。の 数値で す 。  (2 (2 桁と なる桁と なる ))

◆◆ LFCR

リ ザ ル ト の デ リ ミ タ で す 。リ ザ ル ト の デ リ ミ タ で す 。

CR   (  (キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン ：： 0Dh0Dh ) ) とと

LF   (  (ラ イ ン フ ィ ー ドラ イ ン フ ィ ー ド ：： 0Ah0Ah ) ) が 最後に 付き ま す 。が 最後に 付き ま す 。

◆◆ コ マ ン ド 無効コ マ ン ド 無効

プ ロ グ ラ ム モ ー ド でプ ロ グ ラ ム モ ー ド で CO MCO M == LFCR と す る と コ マ ン ド 無効と なり ま す 。と す る と コ マ ン ド 無効と なり ま す 。

こ の 場合、こ の 場合、 全て の コ マ ン ド が 無効と なり 、全て の コ マ ン ド が 無効と なり 、 デ ー タ と し て 扱わ れま す 。デ ー タ と し て 扱わ れま す 。

コ マ ン ド で の コ ネ ク シ ョ ン の 開設、コ マ ン ド で の コ ネ ク シ ョ ン の 開設、 終了も 出来なく なり ま す 。終了も 出来なく なり ま す 。

自動開設ま た は制御線に よ る 開設以外は相手か ら の 開設要求待ち と なり ま す 。自動開設ま た は制御線に よ る 開設以外は相手か ら の 開設要求待ち と なり ま す 。

◆◆ リ ザ ル ト 無効リ ザ ル ト 無効

プ ロ グ ラ ム モ ー ド でプ ロ グ ラ ム モ ー ド で RM SGRM SG == DD LFCR と す る と リ ザ ル ト がと す る と リ ザ ル ト が RS232CRS232C 機器へ 送出さ機器へ 送出さ

れなく なり ま す 。れなく なり ま す 。

４ －１ －３ 　 コ マ ン ド 、４ －１ －３ 　 コ マ ン ド 、 リ ザ ル ト 無効リ ザ ル ト 無効

※※ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、 @@ で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

テ ー ブ ル 番号付き は、テ ー ブ ル 番号付き は、 番号部分を番号部分を nnnn で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

４ －２ 　 コ マ ン ド 、４ －２ 　 コ マ ン ド 、 リ ザ ル ト 一覧リ ザ ル ト 一覧

４ －２ －１ 　 コ マ ン ド 一覧４ －２ －１ 　 コ マ ン ド 一覧

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

コ マ ン ド 意　 味 項番

@OPENnn テ ー ブ ル nn番と TCP / IP開設す る 4-3-1

@UDPnn テ ー ブ ル nn番と UDP開設す る 4-3-2

@QUIT TCP / IPあ る い は UDPを 終了す る 4-3-3

@STAT 状態を 調べ る 4-3-4

@PROG プ ロ グ ラ ム モ ー ド に入る 4-3-5

@RVER Enet-RV の ROMバ ー ジ ョ ン を 調べ ま す 。 4-3-8
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４ －２ －２ 　 リ ザ ル ト 一覧４ －２ －２ 　 リ ザ ル ト 一覧

※※ コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字は、 @@ で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

テ ー ブ ル 番号付き は、テ ー ブ ル 番号付き は、 番号部分を番号部分を nnnn で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

△はス ペ ー ス で す 。△はス ペ ー ス で す 。

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

リ ザ ル ト 意　 味 項番
4-3-1
4-4-1

@ESTABLTISHEDnnn.nnn.nnn.nnn:pppppp
nnnの 相手IP、 PPPの 相手PORT
Noか ら TCP / IP開設  さ れた

4-4-1

@OPENINGnn テ ー ブ ル nn番と TCP / IP開設中 4-3-1

@OPEN△ERROR 設定条件不足に よ る 開設失敗 4-3-1

@COULD△NOT△CONNECT RST受信に よ る 開設失敗 4-3-1

4-3-1
4-3-3

@TIME△WAITnn タ イ ム ウ ェ イ ト 状態と なっ た 4-3-3

4-3-3
4-4-3
4-4-6
4-3-3
4-4-2

@UDP△ONnn テ ー ブ ル nn番と UDPを 開設し た 4-3-2

@UDP△OFF UDPを 終了し た 4-3-3

@TELNET△Log in
TELNET Log in 中の 為実行で き な
い

4-3-5

4-3-1
4-3-2
4-3-3

@ESTABLISHEDnn テ ー ブ ル nn番と TCP / IP開設成立

@WAITING 処理パ ケ ッ ト 再送

@CLOSE△COMPLETED 完全に 未開設状態

RSTを 発行し て 終了し た@CONNECTION△TIMEOUT

@LINK△DOWN Link Downを 検出し た
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@ O P E N n n@ O P E N n n LFCR  ( (n nnn は開設す る 相手の テ ー ブ ル 番号は開設す る 相手の テ ー ブ ル 番号))

◆◆ 正常時の 動作正常時の 動作

SYNSYN パ ケ ッ ト を 発行し て 開設手順を 実行し ま す 。パ ケ ッ ト を 発行し て 開設手順を 実行し ま す 。 通常は、通常は、 直ち に 相手が 応答し直ち に 相手が 応答し

て 開設が 成立し ま す 。て 開設が 成立し ま す 。

@ ESTABLISH E Dnn@ ESTABLISH E Dnn LFCR を 返し ま す 。を 返し ま す 。

LED  CO N N ECTLED  CO N N ECT が 緑で 点灯し 、が 緑で 点灯し 、 デ ー タ 伝送可能状態と なり ま す 。デ ー タ 伝送可能状態と なり ま す 。

◆◆ 相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス が 不明の 場合相手イ ー サ ネ ッ ト ア ド レ ス が 不明の 場合

ARPARP ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し て 取得し て か ら 正常時の 動作と なり ま す 。ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 発行し て 取得し て か ら 正常時の 動作と なり ま す 。

ARPARP 応答ま た は開設要求応答ま た は開設要求 SYNSYN に 対し て 応答が ない 場合は、に 対し て 応答が ない 場合は、 @@ CONNECTIONCONNECTION △△

TIMEOUTTIMEOUT LFCR を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。 こ の 間こ の 間ARPARP要求ま た は要求ま た は SYNSYN を 再送しを 再送し

ま す 。ま す 。

開設要求開設要求 SYNSYN に 対し て 相手が リ セ ッ ト で 応答時は、に 対し て 相手が リ セ ッ ト で 応答時は、 @@ COULDCOULD △△ NOTNOT△△ CONCON

NECT NECT LFCR   を 返送し ま す 。を 返送し ま す 。

◆◆ 必要な設定が 不足の 場合必要な設定が 不足の 場合

@ O PEN  ERRO R@ O PEN  ERRO R LFCR を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。

必要な条件は、必要な条件は、 IPIP、、 SSPP、、 n n In n I 、、 nnnn DDPP で す 。で す 。 確認し て 下さ い 。確認し て 下さ い 。

◆◆ 開設中の 場合開設中の 場合

TCPTCP//IPIP が 開設中の 場合は、が 開設中の 場合は、@ O PEN IN G nn@ O PEN IN G nn LFCR を 返し 、を 返し 、ど の 相手と 開設中か をど の 相手と 開設中か を

知ら せ ま す 。知ら せ ま す 。

U DPU DP で 開設中の 場合は、で 開設中の 場合は、@ U DP@ U DP △△ O N nnO N nn LFCR を 返し 、を 返し 、ど の 相手と 開設中か を 知ど の 相手と 開設中か を 知

ら せ ま す 。ら せ ま す 。

リ ザ ル ト のリ ザ ル ト の nnnn 部が 指示し た テ ー ブ ル と 異なる 場合は、部が 指示し た テ ー ブ ル と 異なる 場合は、 本来の 相手機器と は違い本来の 相手機器と は違い

ま す の で 注意が 必要で す 。ま す の で 注意が 必要で す 。

こ こ で は、こ こ で は、 コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を デ フ ォ ル ト の 、コ マ ン ド プ ロ ン プ ト 文字を デ フ ォ ル ト の 、 @@ で 説明し て い ま す 。で 説明し て い ま す 。 変更し変更し

た 場合は、た 場合は、 @@ を 読み変え て 下さ い 。を 読み変え て 下さ い 。

テ ー ブ ル 番号付き は、テ ー ブ ル 番号付き は、 番号部分を す べ て番号部分を す べ て nnnn で 表し て い ま す 。で 表し て い ま す 。

４ －３ 　 各コ マ ン ド の 説明４ －３ 　 各コ マ ン ド の 説明

４ －３ －１ 　 テ ー ブ ル４ －３ －１ 　 テ ー ブ ル n nn n 番と番と TC PTC P//IPIP 開設を す る開設を す る
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４ －３ －３ 　４ －３ －３ 　 TC PTC P//IPIP あ る い はあ る い は U DPU DP を 終了す るを 終了す る

@ Q U I T@ Q U I T LFCR

◆◆ TCPTCP//IPIP の 正常終了の 正常終了

FINFIN パ ケ ッ ト を 発行し て 終了手順を 開始し ま す 。パ ケ ッ ト を 発行し て 終了手順を 開始し ま す 。

通常は直ち に 相手が 応答し て 終了し ま す 。通常は直ち に 相手が 応答し て 終了し ま す 。

@ TIM E@ TIM E △△ W A ITn nW A ITn n LFCR を 返し て 、を 返し て 、 タ イ ム ウ ェ イ ト 中を 知ら せ ま す 。タ イ ム ウ ェ イ ト 中を 知ら せ ま す 。

LED  CO N N ECTLED  CO N N ECT が 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。

タ イ ム ウ ェ イ ト の 設定時間タ イ ム ウ ェ イ ト の 設定時間 ( (デ フ ォ ル トデ フ ォ ル ト ：： 120120 秒秒) ) の 経過を 待ち ま す 。の 経過を 待ち ま す 。

@ CLO SE@ CLO SE △△ CO M PLETEDCO M PLETED LFCR を 返し て タ イ ム ウ ェ イ ト の 終了を 知ら せ ま す 。を 返し て タ イ ム ウ ェ イ ト の 終了を 知ら せ ま す 。

相手機器か ら 開設を 行っ た 場合で も 、相手機器か ら 開設を 行っ た 場合で も 、 終了が 出来ま す 。終了が 出来ま す 。

◆◆ U DPU DP の 終了の 終了

@ U D P@ U D P △△ O FFO FF LFCR を 返し て 、を 返し て 、 終了を 知ら せ ま す 。終了を 知ら せ ま す 。

LEDLED　　 CO N N ECTCO N N ECT が 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。

４ －３ －２ 　 テ ー ブ ル４ －３ －２ 　 テ ー ブ ル n nn n 番と番と U D PU D P 開設を す る開設を す る

@ U D P n n@ U D P n n LFCR ((n nnn は開設す る 相手の テ ー ブ ル 番号は開設す る 相手の テ ー ブ ル 番号))

◆◆ 正常時の 動作正常時の 動作

@ U DP@ U DP △△ O N n nO N n n LFCR を 返し 、を 返し 、 開設さ れた 事を 知ら せ ま す 。開設さ れた 事を 知ら せ ま す 。

LED  CO N N ECTLED  CO N N ECT が 緑で 点灯し ま す 。が 緑で 点灯し ま す 。

◆◆ 必要な設定が 不足の 場合必要な設定が 不足の 場合

@ O PEN@ O PEN △△ ERRO RERRO R LFCR を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。を 返し て 失敗を 知ら せ ま す 。

必要な条件は、必要な条件は、 IPIP、、 SSPP、、 n n In n I 、、 nnnn DDPP で す 。で す 。 確認し て 下さ い 。確認し て 下さ い 。

◆◆ 開設中の 場合開設中の 場合

TCPTCP//IPIP が 開設中の 場合は、が 開設中の 場合は、@ O PEN IN G nn@ O PEN IN G nn LFCR を 返し 、を 返し 、ど の 相手と 開設中か をど の 相手と 開設中か を

知ら せ ま す 。知ら せ ま す 。

U DPU DP で 開設中の 場合は、で 開設中の 場合は、 @ U DP@ U DP △△ ON nnON nn LFCR を 返し 、を 返し 、ど の 相手と 開設中か を 知ど の 相手と 開設中か を 知

ら せ ま す 。ら せ ま す 。

リ ザ ル ト のリ ザ ル ト の nnnn 部が 指示し た テ ー ブ ル と 異なる 場合は、部が 指示し た テ ー ブ ル と 異なる 場合は、 本来の 相手機器と は違い本来の 相手機器と は違い

ま す の で 注意が 必要で す 。ま す の で 注意が 必要で す 。
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プ ロ グ ラ ム モ ー ド と なり ま す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド と なり ま す 。

プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 通信条件はこ の コ マ ン ド 実行時と 同じ で す 。プ ロ グ ラ ム モ ー ド の 通信条件はこ の コ マ ン ド 実行時と 同じ で す 。

詳細は詳細は [ [第第 11 章　 通信を 行う 前の 準備章　 通信を 行う 前の 準備] ] の 通信条件の 設定を 参照し て 下さ い 。の 通信条件の 設定を 参照し て 下さ い 。

@ PR O G@ PR O G LFCR

４ －３ －５ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る４ －３ －５ 　 プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入る

※※ TELNET Log inTELNET Log in  中はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入る こ と が 出来ま せ ん 。中はプ ロ グ ラ ム モ ー ド へ 入る こ と が 出来ま せ ん 。

@ R VE R@ R VE R LFCR

こ の コ マ ン ド に 対し てこ の コ マ ン ド に 対し て Enet-RVEnet-RV のの RO MRO M バ ー ジ ョ ン を リ ザ ル ト と し て 返送し ま す 。バ ー ジ ョ ン を リ ザ ル ト と し て 返送し ま す 。

４ －３ －６ 　４ －３ －６ 　 R O MR O M バ －ジ ョ ン の 表示バ －ジ ョ ン の 表示

４ －３ －４ 　 状態を 調べ る４ －３ －４ 　 状態を 調べ る

こ の コ マ ン ド に 対し てこ の コ マ ン ド に 対し て Enet-RVEnet-RV の 状態を リ ザ ル ト と し て 返し ま す 。の 状態を リ ザ ル ト と し て 返し ま す 。

((書式書式))

RTS= XXRTS= XX △△ CTS= XXCTS= XX △△ DTR= XXDTR= XX △△ DSR= XXDSR= XX △△ CD= XXCD= XX △△ // △△ ETH=SSSSSSSETH=SSSSSSS

XXXX：： ON (ON (有効有効：： High) Hig h) ま た はま た は OF (OF (無効無効：： Low) Low) が そ れぞ れの 制御線状態でが そ れぞ れの 制御線状態で

セ ッ ト さ れま す 。セ ッ ト さ れま す 。

SSSSSSSSSS：： ETHERNETETHERNETの 状態が セ ッ ト さ れま す 。の 状態が セ ッ ト さ れま す 。セ ッ ト さ れる メ ッ セ ー ジ は下表セ ッ ト さ れる メ ッ セ ー ジ は下表

の 通り で す 。の 通り で す 。

@ S TA T@ S TA T LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

LFCR

　 リ ザ ル ト 意味

@CLOSING 開設中無し

@ESTABLISHEDnn
TCP / IP開設中 nnは01～10の テ ー ブ
ル No

@ESTABLISHED△nnn.nnn.nnn.nnn.mmmmm
TBLに 登録の 無い IPが nnn / PORTが
mmmの 相手と TCP / IP開設中

@UDP△ONnn
UDP開設中 nnは01～10の テ ー ブ ル
No

@TIME△WAITnn
nnは01～10の テ ー ブ ル Noの 相手と
TCP / IP切断後の タ イ ム ウ ェ イ ト 中

@WAITING
OPEN、 QUIT等の 処理時に 相手よ り
応答なく 再送中

LFCR
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ICMPICMP エ コ ー パ ケ ッ ト の 場合は、エ コ ー パ ケ ッ ト の 場合は、 自動的に エ コ ー パ ケ ッ ト で 応答し ま す 。自動的に エ コ ー パ ケ ッ ト で 応答し ま す 。

こ の 際、こ の 際、リ ザ ル ト を 返す こ と は有り ま せ ん 。リ ザ ル ト を 返す こ と は有り ま せ ん 。 ( (全て 自動で 処理さ れま す全て 自動で 処理さ れま す ))

４ －４ －５ 　４ －４ －５ 　 I C M PI C M P パ ケ ッ ト の 受信パ ケ ッ ト の 受信

４ －４ 　 コ マ ン ド 以外の 原因に よ る 事象４ －４ 　 コ マ ン ド 以外の 原因に よ る 事象

開設中で なく開設中で なく IPIP、、 ポ ー ト の 条件が 一致し た 場合、ポ ー ト の 条件が 一致し た 場合、 SYNSYN 手順で 開設を 行い ま す 。手順で 開設を 行い ま す 。

こ の 場合、こ の 場合、 テ ー ブ ル 番号の ど の 相手機器か ら で も 受付は可能で す 。テ ー ブ ル 番号の ど の 相手機器か ら で も 受付は可能で す 。

@ ESTABLISH E Dnn@ ESTABLISH E Dnn LFCR で ど の 相手か ら の 開設か を 知ら せ ま す 。で ど の 相手か ら の 開設か を 知ら せ ま す 。 ま た 、ま た 、 テ ー ブ ルテ ー ブ ル

に 登録の ない 相手で も 開設は可能で す 。に 登録の ない 相手で も 開設は可能で す 。 ( (ホ ス ト 動作時ホ ス ト 動作時))

LED  CO N N ECTLED  CO N N ECT が 点灯し 、が 点灯し 、 デ ー タ 伝送可能と なり ま す 。デ ー タ 伝送可能と なり ま す 。

４ －４ －１ 　 相手機器か ら の４ －４ －１ 　 相手機器か ら の SYNSYN パ ケ ッ ト の 受信パ ケ ッ ト の 受信

再送間隔時間を 変え て デ ー タ パ ケ ッ ト を 再送し ま す 。再送間隔時間を 変え て デ ー タ パ ケ ッ ト を 再送し ま す 。

再送終了再送終了 ( (約約 2525 秒秒) ) でで TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン を 強制終了し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン を 強制終了し ま す 。

@ C@ CLOSELOSE △△ COMPLETEDCOMPLETED LFCR を 送り 、を 送り 、 強制終了を 知ら せ ま す 。強制終了を 知ら せ ま す 。

LED  CO N N ECTLED  CO N N ECT が 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。

４ －４ －２ 　４ －４ －２ 　 Enet-RVEnet-RV か らか ら TC PTC P//IPIP へ の 伝送が 不可能な 場合へ の 伝送が 不可能な 場合

@ C@ CLOSELOSE △△ COMPLETEDCOMPLETED LFCR を 送りを 送り TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン は強制終了と なり ま す 。コ ネ ク シ ョ ン は強制終了と なり ま す 。

LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。

こ の 様な事象の 発生原因こ の 様な事象の 発生原因

◆◆ 半開設半開設 ( (以前開設し た 一方が 開設状態の ま ま で 反対側が 終了状態以前開設し た 一方が 開設状態の ま ま で 反対側が 終了状態) ) で あ っ た 。で あ っ た 。

◆◆ 相手機器か ら の 強制切断さ れた 。相手機器か ら の 強制切断さ れた 。

４ －４ －３ 　 相手機器か ら４ －４ －３ 　 相手機器か ら RST (RST (リ セ ッ ト パ ケ ッ トリ セ ッ ト パ ケ ッ ト ) ) を 受信し た 場合を 受信し た 場合

自機宛の 場合は、自機宛の 場合は、 自動的に 応答を 行い ま す 。自動的に 応答を 行い ま す 。 こ の 際、こ の 際、 リ ザ ル ト を 返す 事はあ り ま せリ ザ ル ト を 返す 事はあ り ま せ

ん 。ん 。 ( (全て 自動で 処理し ま す 。全て 自動で 処理し ま す 。))

４ －４ －４ 　４ －４ －４ 　 A R PA R P ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 受信し た 場合ブ ロ ー ド キ ャ ス ト を 受信し た 場合
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TCPTCP//IPIP 開設中、開設中、 FINFIN パ ケ ッ ト を 受信す る と コ ネ ク シ ョ ン 開設を 終了し ま す 。パ ケ ッ ト を 受信す る と コ ネ ク シ ョ ン 開設を 終了し ま す 。

@CLOSE@CLOSE △△ COMPLETEDCOMPLETED LFCR を 送り 、を 送り 、 LED CONNECTLED CONNECTが 消灯し ま す 。が 消灯し ま す 。

４ －４ －６ 　 相手機器よ り４ －４ －６ 　 相手機器よ り FIN  (F IN  (切断要求パ ケ ッ ト切断要求パ ケ ッ ト ) ) を 受信し た 場合を 受信し た 場合
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  第５ 章　第５ 章　 バ ー チ ャ ル 通信に つ い てバ ー チ ャ ル 通信に つ い て

５ －１ 　 バ ー チ ャ ル 通信の 動作５ －１ 　 バ ー チ ャ ル 通信の 動作

バ ー チ ャ ル 通信と は 、バ ー チ ャ ル 通信と は 、 Enet-RVEnet-RV に 付属のに 付属の Data-link Com Installer Data-link Com Installer CDCD をを W in-W in-

dows2000 or XPdows2000 or XPのの PCPC に イ ン ス ト ー ルに イ ン ス ト ー ル  /  / Enet-RVEnet-RVを 登録後、を 登録後、Windows PCWindows PC のの COMCOM ポ ーポ ー

ト を 介し てト を 介し て Enet-RVEnet-RV と イ ー サ ネ ッ ト 通信と イ ー サ ネ ッ ト 通信 (TCP (TCP//IP) IP) をを 行う 事を 示し ま す 。行う 事を 示し ま す 。

Data-link Com InstallerData-link Com Installerを イ ン ス ト ー ル す る と 、を イ ン ス ト ー ル す る と 、PCPC上の 既存上の 既存COMCOM ポ ー トポ ー ト  (RS232C) (RS232C)

用プ ロ グ ラ ム で用プ ロ グ ラ ム で Enet-RVEnet-RV と イ ー サ ネ ッ ト 通信と イ ー サ ネ ッ ト 通信 (TCP (TCP//IP) IP) が 可能と なり ま す 。が 可能と なり ま す 。

ま た 、ま た 、 制御線情報の 伝達も 可能で す 。制御線情報の 伝達も 可能で す 。

WindowsXP or

Windows2000

PC

ユ ー ザ ー 作製COM

PORT(RS232C)プ ロ グ ラ ム

Data-Link

Com Installer
Enet-RV等

HUB

Ethernet

RS232C

RS232C装置

疑似COM

ド ラ イ バ ﾞ

◆◆ ユ ー ザ 様作製のユ ー ザ 様作製の COMCOM ポ ー トポ ー ト  (RS232C)  (RS232C) プ ロ グ ラ ム がプ ロ グ ラ ム が Com InstallerCom Installerに 割り 当てに 割り 当て らら

れたれた COMCOM ポ ー ト 番号にポ ー ト 番号に OPENOPEN 処理を 行う と処理を 行う と Enet-RVEnet-RV 等と 通信可能状態等と 通信可能状態と なりと なり

ま す 。ま す 。

つ ま り 、つ ま り 、 疑似疑似 COMCOM ド ラ イ バ が サ ー バ で あ るド ラ イ バ が サ ー バ で あ る Enet-RVEnet-RV に 対し て ク ラ イ ア ン ト 動に 対し て ク ラ イ ア ン ト 動

作作でで TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行い 、コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行い 、 通信可能状態と し ま す 。通信可能状態と し ま す 。

COMCOM ポ ー ト をポ ー ト を CLOSECLOSE す る と コ ネ ク シ ョ ン は切断さ れま す 。す る と コ ネ ク シ ョ ン は切断さ れま す 。

◆◆ PCPC 側側 COMCOM ポ ー ト プ ロ グ ラ ムポ ー ト プ ロ グ ラ ム OPENOPEN 処理時の 通信条件が そ の ま ま処理時の 通信条件が そ の ま ま Enet-RVEnet-RV のの

RS232CRS232C 通信条件通信条件 ( (速度、速度、 デ ー タ 長、デ ー タ 長、 ス ト ッ プ ビ ッ ト 、ス ト ッ プ ビ ッ ト 、 パ リ テ ィパ リ テ ィ ) ) と なり ま す 。と なり ま す 。
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◆◆ COMCOM ポ ー トポ ー ト OPENOPEN 後は、後は、 Enet-RVEnet-RV 側の側の RS232CRS232C に 接続さ れたに 接続さ れた RS232CRS232C 装置よ り装置よ り

受信し た デ ー タ は、受信し た デ ー タ は、TCPTCP//IPIPを 介し て ユ ー ザ 様作製のを 介し て ユ ー ザ 様作製の COMCOM ポ ー ト プ ロ グ ラ ム に シポ ー ト プ ロ グ ラ ム に シ

リ ア ル デ ー タ と し て 受信し ま す 。リ ア ル デ ー タ と し て 受信し ま す 。

ま たま た RS232CRS232C 装置の装置の RTSRTS//DTRDTR 信号は信号は COMCOM ポ ー ト プ ロ グ ラ ム のポ ー ト プ ロ グ ラ ム の CTS/DSRCTS/DSR 信号と信号と

し て 通知さ れま す 。し て 通知さ れま す 。

ユ ー ザ 様作製のユ ー ザ 様作製の COMCOM ポ ー ト プ ロ グ ラ ム で 送信さ れた デ ー タ はポ ー ト プ ロ グ ラ ム で 送信さ れた デ ー タ は TCPTCP//IPIPを 介し てを 介し て

Enet-RVEnet-RV へ 送信さ れ、へ 送信さ れ、 シ リ ア ル デ ー タ に 変換さ れた 後シ リ ア ル デ ー タ に 変換さ れた 後 RS232CRS232C 装置へ 送信さ れ装置へ 送信さ れ

ま す 。ま す 。

COMCOM ポ ー ト プ ロ グ ラ ム のポ ー ト プ ロ グ ラ ム の RTSRTS//DTRDTR 信号は信号は Enet-RVEnet-RV を 介し てを 介し て RS232CRS232C 装置の装置の

CTSCTS//DSRDSR へ 通知さ れま す 。へ 通知さ れま す 。

◆◆ COMCOM ポ ー ト プ ロ グ ラ ム の ま ま でポ ー ト プ ロ グ ラ ム の ま ま で TCPTCP//IPﾌﾟ ﾛﾄｺﾙIPﾌﾟ ﾛﾄｺﾙを 意識す る 事なくを 意識す る 事なく Enet-RVEnet-RV とと

イ ー サ ネ ッ ト 通信が 可能と なり ま す 。イ ー サ ネ ッ ト 通信が 可能と なり ま す 。

ご 注意ご 注意 　　 1)1) プ ロ グ ラ ム モ ー ドプ ロ グ ラ ム モ ー ド 11//44 ペ ー ジ のペ ー ジ の VTUL= EVTUL= E の 設定を 行う との 設定を 行う と Enet-RVEnet-RV はは

バ ー チ ャ ル 通信モ ー ド で 動作し ま す 。バ ー チ ャ ル 通信モ ー ド で 動作し ま す 。

　　 2)2) バ ー チ ャ ル 通信モ ー ド で 動作時は、バ ー チ ャ ル 通信モ ー ド で 動作時は、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 設定さ れたプ ロ グ ラ ム モ ー ド で 設定さ れた

Enet-RVEnet-RVのの IPIPア ド レ ス 、ア ド レ ス 、ソ ー ス ポ ー トソ ー ス ポ ー ト NoNo以外は全て 無効と なり ま す 。以外は全て 無効と なり ま す 。

RS232CRS232Cの通信条件は、の通信条件は、PCPC上の上の COMCOMポー ト プ ロ グ ラ ム がポー ト プ ロ グ ラ ム が COMCOMポー ト にポー ト に

対し て対し て OPENOPEN 処理を 行う 際に 指定さ れた 通信条件で初期化さ れま す。処理を 行う 際に 指定さ れた 通信条件で初期化さ れま す。

　　 3)3) バ ー チ ャ ル 通信時は、バ ー チ ャ ル 通信時は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 対す る コ マ ン ド もシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル に 対す る コ マ ン ド も 全て 効全て 効

か なく なり ま す 。か なく なり ま す 。 ま た 、ま た 、 telnettelnetでで log inlog in す る こ と もす る こ と も 出来なく なり ま す 。出来なく なり ま す 。

従っ て １ 度、従っ て １ 度、 バ ー チ ャ ル 通信モ ー ド の 設定を 行っ たバ ー チ ャ ル 通信モ ー ド の 設定を 行っ た Enet-RVEnet-RV のの 設定設定

変更を 行う に は、変更を 行う に は、 電源電源 OFFOFF 後、後、 PROG SWPROG SW を 押し なが ら 電源を 押し なが ら 電源 ONON で シで シ

リ ア ル チ ャ ン ネ ルリ ア ル チ ャ ン ネ ル  (RS232C)  (RS232C) か ら 強制的に プ ロ グ ラ ム モ ー ドか ら 強制的に プ ロ グ ラ ム モ ー ド に 入り 、に 入り 、変変

更を 行う 方法し か あ り ま せ ん 。更を 行う 方法し か あ り ま せ ん 。

　　 4)4) バ ー チ ャ ル 通信有効設定時に プ ロ グ ラ ム モ ー ドバ ー チ ャ ル 通信有効設定時に プ ロ グ ラ ム モ ー ド 44//44 ペ ー ジ 目に はペ ー ジ 目に は

Data-link Com InstallerData-link Com Installer を イ ン ス ト ー ル を 行い 、を イ ン ス ト ー ル を 行い 、 Enet-RVEnet-RV を 登録を 登録

し たし た PCPC のの IPIP ア ド レ ス が 登録さ れま す 。ア ド レ ス が 登録さ れま す 。

登録さ れた登録さ れた PCPC のの IPIP ア ド レ ス を プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 変更ア ド レ ス を プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 変更 //初期化す る初期化す る

事は出来ま せ ん 。事は出来ま せ ん 。

ご 注意ご 注意 Enet-RVEnet-RV に 添付さ れて い るに 添付さ れて い る Data-link Com InstallerData-link Com Installer を 使用し て 疑似を 使用し て 疑似

COMCOM通信を 行う通信を 行う PCPC側の プ ロ グ ラ ム が側の プ ロ グ ラ ム が VisualBasic2003VisualBasic2003以降で 作成さ れた 通以降で 作成さ れた 通

信プ ロ グ ラ ム の 場合、信プ ロ グ ラ ム の 場合、 正常に 動作し ない 場合が あ り ま す 。正常に 動作し ない 場合が あ り ま す 。

貸出機等で 必ず 動作を ご 確認く だ さ い 。貸出機等で 必ず 動作を ご 確認く だ さ い 。
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  第６ 章　第６ 章　 使用例使用例

６ －１ 　６ －１ 　 Enet-RV Enet-RV を シ ス テ ム に 組み 込む 為の 手順を シ ス テ ム に 組み 込む 為の 手順

こ こ で は 、こ こ で は 、 シ ス テ ム にシ ス テ ム に Enet-RVEnet-RV 組み込む 際の 基本的な手順の 例を 挙げ ま し た 。組み込む 際の 基本的な手順の 例を 挙げ ま し た 。

そ れぞ れの 状況を 加味し て ご 検討下さ い 。そ れぞ れの 状況を 加味し て ご 検討下さ い 。

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル の 通信条件の 決定

デ ー タ に 使用さ れる コ ー ド を 検討し 、 デ リ ミ タ を 決定し ま す。

(プ ロ グ ラ ム モ ー ド DEL= ,DT=の 各項目の い ずれか を 指定)

システム管理者に自機IPアド レスを割り 当ててもら い、 相手機器IPの情報を得ます。

他のサブネッ ト と の接続の場合は、 サブネッ ト マスク 、 デフ ォ ルト ゲート ウ ェ イ 、

サブ ネッ ト ブ ロ ード キャ スト アド レスの情報も得ます。

取得し た 情報を 元に 、 プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 必要条件を 設定し ま す 。

必ず設定が 必要な 項目

RS232C関連： 通信条件、 デ リ ミ タ

イ ー サ ネ ッ ト 関連： 自機IP､自機PORT (プ ロ グ ラ ム モ ー ド 2/3Pag e IP= ,SP= )

相手IP､相手PORT (プ ロ グ ラ ム モ ー ド 3/3Pag e nI= ,nDP=nは相手TABLE No)

場合に よ り 設定が 必要な項目

RS232C関連： フ ロ ー 制御有無

イ ー サ ネ ッ ト 関連： サ ブ ネ ッ ト 関連ア ド レ ス (プ ロ グ ラ ム モ ー ド 2/3Page

NETM= ,DEFG= )

プロ グラ ムモ ード を終了し ま す。

パソ コ ンと タ ーミ ナルソフ ト を用意し ます。

パソ コ ンと Enet-RVを RS232Cケーブルで接続し 、 タ ーミ ナルソフ ト を起動し ます。

相手機器の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム が ホ ス ト 型の 場合ま た はEnetシ リ ー ズ の 場合

タ ー ミ ナ ル ソ フ ト よ り @OPENnn コ マ ン ド を 実行し て コ ネ ク シ ョ ン 開設を

行い ま す 。

相手機器の ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム が ク ラ イ ア ン ト 型の 場合

ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム よ り Enet-RVに 対し て コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行い ま す。

正し く 開設の 場合双方か ら デ ー タ

送信可能で あ る か を 確認し ま す 。

開設で き ない 場合

Enet-RVの 設定値、 ネ ッ ト 環境、

ソ ケ ッ ト 側プ ロ グ ラ ム の 確認

実際に 運用の 機器接続構成／ア プ リ ケ ー シ ョ ン で 動作確認

LFCR

ど のよう なイ ーサネッ ト に接続するか確認し ます。

回線仕様、 ハード 、 コ ネク タ 、 相手機器の仕様、 ソケッ ト 通信、 サブ ネッ ト の有無
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Enet-RV Enet-RV に は 自機に は 自機 I PI P//PO R TPO R T の 設定の 設定 ( (I PI P== ,S,SPP== ) ) 及び ホ ス ト マ シ ン の及び ホ ス ト マ シ ン の I PI P//PO R TPO R T

((nn In n I == ，， nnnnDDPP== ) ) の 設定が 必要で す 。の 設定が 必要で す 。

※※ ホ ス ト か ら 開設の 場合は、ホ ス ト か ら 開設の 場合は、 nnI,nnI,n n Pnn P== hh hhhh hh を 設定す る 必要はあ り ま せ ん 。を 設定す る 必要はあ り ま せ ん 。

◆◆ ホ ス ト 側か らホ ス ト 側か ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。

ホ ス ト か ら の 開設要求に 応答し てホ ス ト か ら の 開設要求に 応答し て TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン を 開設し ま す 。

開設成功時に は、開設成功時に は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 側に リ ザ ル ト ま た は制御線に て 成功を 通知シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 側に リ ザ ル ト ま た は制御線に て 成功を 通知

し ま す 。し ま す 。 開設中は双方向の デ ー タ 転送が 可能で す 。開設中は双方向の デ ー タ 転送が 可能で す 。

ホ ス ト か ら の 切断要求に 応答し てホ ス ト か ら の 切断要求に 応答し て TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン を 切断し ま す 。コ ネ ク シ ョ ン を 切断し ま す 。

切断時に は、切断時に は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 側に リ ザ ル ト ま た は制御線に て 切断を 通知し まシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル 側に リ ザ ル ト ま た は制御線に て 切断を 通知し ま

す 。す 。 切断後は、切断後は、 デ ー タ 転送は行わ れま せ ん 。デ ー タ 転送は行わ れま せ ん 。

※※ ホ ス ト 側ソ ケ ッ ト に は、ホ ス ト 側ソ ケ ッ ト に は、 Enet-RV Enet-RV のの IPIP= /= /PO R TPO R T== で 指定の 値を 設定す る 必要で 指定の 値を 設定す る 必要

が あ り ま す 。が あ り ま す 。

ま た 、ま た 、 ホ ス ト 側自身のホ ス ト 側自身の IPIP ア ド レ ス も 必要で す 。ア ド レ ス も 必要で す 。

◆◆ Enet-RVEnet-RV 側か ら側か ら TCPTCP//IPIP コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。コ ネ ク シ ョ ン の 開設／切断が 可能で す 。

シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ のシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の O PENO PEN コ マ ン ド も し く は制御線コ マ ン ド も し く は制御線 HiHiに よ り 、に よ り 、 開設要求を開設要求を

出力し ま す 。出力し ま す 。 開設応答受信に よ り リ ザ ル ト ま た は制御線に て 成功を 通知し ま す 。開設応答受信に よ り リ ザ ル ト ま た は制御線に て 成功を 通知し ま す 。

開設中は双方向の デ ー タ 転送が 可能で す 。開設中は双方向の デ ー タ 転送が 可能で す 。

切断は、切断は、シ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ のシ リ ア ル チ ャ ン ネ ル へ の Q U ITQ U ITコ マ ン ド も し く は制御線のコ マ ン ド も し く は制御線の LowLow に よ り 、に よ り 、

切断要求を 出力し ま す。切断要求を 出力し ま す。　 切断応答の 受信に よ り タ イ ム ウ エ イ ト 状態と なり ま す。　 切断応答の 受信に よ り タ イ ム ウ エ イ ト 状態と なり ま す。

ウ エ イ ト 時間の デ フ ォ ル ト は、ウ エ イ ト 時間の デ フ ォ ル ト は、 W AIT=W AIT= 120 (120 (秒秒) ) で す 。で す 。

ウ エ イ ト 時間経過後、ウ エ イ ト 時間経過後、 リ ザ ル ト ま た は制御線に て 切断を 通知し ま す 。リ ザ ル ト ま た は制御線に て 切断を 通知し ま す 。

切断後は、切断後は、 デ ー タ 伝送は行わ れま せ ん 。デ ー タ 伝送は行わ れま せ ん 。

６ －２ 　 使用例６ －２ 　 使用例

ホ ス ト に は、ホ ス ト に は、 ソ ケ ッ ト 通信の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 必要に なり ま す 。ソ ケ ッ ト 通信の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム が 必要に なり ま す 。

Enet-RVEnet-RVが サ ポ ー ト し て い る 手順、が サ ポ ー ト し て い る 手順、ホ ス ト マ シ ン が サ ポ ー ト し て い る 手順を 組み合ホ ス ト マ シ ン が サ ポ ー ト し て い る 手順を 組み合

わ せ て 構築し て 下さ い 。わ せ て 構築し て 下さ い 。

６ －２ －１ 　 ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の 接続６ －２ －１ 　 ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 等と の 接続

RS232Cイ ー サ ネ ッ ト
ホ ス ト

UNIX

W indows98,

2000,XP

Enet-RV 端末機器

＋

ソ ケ ッ ト プ ロ グ ラ ム
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６ －２ －３ 　 測定器、６ －２ －３ 　 測定器、 バ ー コ ー ド リ ー ダ 等の 接続バ ー コ ー ド リ ー ダ 等の 接続

コ マ ン ド 発行、コ マ ン ド 発行、応答の 出来ない 測定器等の デ ー タ を ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン で応答の 出来ない 測定器等の デ ー タ を ホ ス ト ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン で

収集す る シ ス テ ム に 使用で き ま す 。収集す る シ ス テ ム に 使用で き ま す 。

６ －２ －２ 　［６ －２ －２ 　［ Enet Enet   シ リ ー ズ ］シ リ ー ズ ］ 同士の 通信同士の 通信

イ ー サ ネ ッ ト を 利用し たイ ー サ ネ ッ ト を 利用し た［ 弊社［ 弊社EnetEnetシ リ ー ズ ］シ リ ー ズ ］ 同士の 通信も 行え ま す 。同士の 通信も 行え ま す 。イ ー サ ネ ッイ ー サ ネ ッ

ト を 介し て 接続す る こ と で 距離の 延長、ト を 介し て 接続す る こ と で 距離の 延長、 敷線費用の 削減敷線費用の 削減（ 既存配線の 利用、（ 既存配線の 利用、 他の シ他の シ

ス テ ム と の 共用）ス テ ム と の 共用） が 可能で す 。が 可能で す 。

双方に双方に IPIP、、 ポ ー ト の 設定が 必要で す 。ポ ー ト の 設定が 必要で す 。

イ ー サ ネ ッ ト

Enet-RV
Enet

シ リ ー ズ

端末機器 端末機器

RS232C シ リ ア ル 接続

例

IP=192.168.0.10

SP= 4096

1I= 192.168.0.20

1DP=4100

IP= 192.168.0.20

PORT= 4100

1I= 192.168.0.10

1P=4096

自機IP,PORT及び 相手機器IP,SP

コ マ ン ド は 無効と し ま す 。 COM=

リ ザ ル ト も 無効と し ま す 。 RMSG=D

Enet-RV側か ら コ ネ ク シ ョ ン 開設を 行う 場合は、

PW= nnX (自動開設) ま た は DTR=mm (制御信号に よ る 開設： 接続機

器が コ ン ト ロ ー ル 可能な場合) の 設定を 行い ま す 。

プロ グラ ムモード を終了し てEnet-RVを システムに組み込みます。

Enet-RVに必要な条件を設定する。

シス テム組み込み前にプロ グラ ムモード で必要な条件を設定し ます。

LFCR

LFCR

LFCR LFCR

RS232Cイ ー サ ネ ッ ト
ホ ス ト W.S. Enet-RV 測定器e.t.c.
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イ ー サ ネ ッ ト と モ デ ム と の 接続にイ ー サ ネ ッ ト と モ デ ム と の 接続に Enet-RVEnet-RV を 使用し ま す 。を 使用し ま す 。

Enet-RVEnet-RV に は、に は、 モ デ ム と 接続し て 利用す る 際に 有効な 機能が あ り ま す 。モ デ ム と 接続し て 利用す る 際に 有効な 機能が あ り ま す 。

双方の双方の IPIP、、 ポ ー ト を 設定し ま す 。ポ ー ト を 設定し ま す 。

CDCD== nnnn LFCR を 設定す るを 設定す る

プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 　プ ロ グ ラ ム モ ー ド で 　 CDCD== nnnn LFCR  ( (n nnn はテ ー ブ ル 番号はテ ー ブ ル 番号) ) を 設定し て お く と 、を 設定し て お く と 、モ デ ムモ デ ム

に 着呼し た 場合のに 着呼し た 場合の CDCD オ ン 信号で 、オ ン 信号で 、 指定の 相手機器と指定の 相手機器と TCPTCP//IPIP の 開設を 行い ま す 。の 開設を 行い ま す 。

ま た 、ま た 、 モ デ ム 側が 切断し た 場合のモ デ ム 側が 切断し た 場合の CDCD オ フ でオ フ で TCPTCP//IPIP も 終了し ま す 。も 終了し ま す 。

こ れに よ っ て 、こ れに よ っ て 、 モ デ ム とモ デ ム と TCPTCP//IPIP を 連動し た 開設が 可能と なり ま す 。を 連動し た 開設が 可能と なり ま す 。

ご 注意ご 注意 PWPW == nnUnnU も し く はも し く は nnTnnT の 設定を 行っ て い る 場合、の 設定を 行っ て い る 場合、 こ の 設定が 優先さ れるこ の 設定が 優先さ れる

た め 、た め 、 CD= nnCD= nn は設定出来ま せ ん 。は設定出来ま せ ん 。 CD= nnCD= nn の 設定を 行う 場合は、の 設定を 行う 場合は、 PWPW == 0T0T

も し く はも し く は 0U0U の 設定なし と し て く だ さ い 。の 設定なし と し て く だ さ い 。

６ －２ －４ 　 モ デ ム の 接続６ －２ －４ 　 モ デ ム の 接続

RS232Cイ ー サ ネ ッ ト
ホ ス ト W.S. Enet-RV モ デ ム

回線
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  第７ 章第７ 章　 物理的仕様　 物理的仕様

７ －１ 　 ハ ー ド 構成、７ －１ 　 ハ ー ド 構成、 仕様仕様

RS23 2CRS23 2C 部部

ハ ー ド 構成ハ ー ド 構成

CPU   H8S / 2239  （ ル ネ サ ス ）

LANコ ン ト ロ ー ラ   W3100A

シ リ ア ル コ ネ ク タ   Dsub9ピ ン オ ス  （ DTE配列）

RS232Cト ラ ン シ ー バ   MA3232  （ マ キ シ ム ） 相当

イ ー サ ネ ッ ト コ ネ ク タ   10 / 100Baseコ ネ ク タ  （ RJ45モ ジ ュ ラ コ ネ ク タ ）

50,100,110,150,200,300,600,1200,2400,4800,9600,14400,

19200,28800,38400,57600,76800,115200

デ ー タ 長： 7,8

ス ト ッ プ ビ ッ ト ： 1,2

パ リ テ ィ ： 無し 、 EVEN、 ODD

フ ロ ー 制御： XON / XOFF、 RST / CTS

バ ッ フ ァ メ モ リ ： 入出力各8kバ イ ト

コ ネ ク タ ： Dsub9ピ ン オ ス （ DTE配列）

通信速度：



4848

第７ 章　 物理的仕様第７ 章　 物理的仕様

７ －２ 　 使用環境、７ －２ 　 使用環境、 消費電流消費電流

【【 Enet-RVEnet-RV 本体】本体】

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 00 ～～ 5050℃℃

湿度湿度 3030 ～～ 8080％％ ( (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 －－ 3030 ～～ 5050℃℃

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 DCDC 55VV ( (±± 55％％))

◆◆ 消費電流消費電流 55VV 最大最大 150mA150mA

【【 ACAC ア ダ プ タ 】ア ダ プ タ 】

◆◆ メ ー カ ーメ ー カ ー KAGAKAGA　　 COMPONENTSCOMPONENTS

◆◆ サ イ ズサ イ ズ 横横：： 48mm48mm　 高さ　 高さ ：： 25.4mm25.4mm　 奥行　 奥行：： 54mm54mm

◆◆ ケ ー ブ ル 長ケ ー ブ ル 長 約約 1950mm1950mm

◆◆ 重量重量 約約 8585 ±± 10g  (10g  (ケ ー ブ ル を 含むケ ー ブ ル を 含む ))

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 00 ～～ +40+40℃℃

湿度湿度 2020 ～～ 80% RH (80% RH (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 －－ 4040 ～～ 7070℃℃

湿度湿度 2020 ～～ 8080％％RH (RH (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆  定　 格定　 格 入力入力：： AC100AC100　　 50/60Hz50/60Hz

出力出力：： DC5VDC5V　　 1.6A1.6A

◆◆  出力プ ラ グ 　 　 　出力プ ラ グ 　 　 　       EIAJ      EIAJ　　 Type2Type2　 セ ン タ ー　 セ ン タ ー ++

◆◆ 安全規格安全規格 PSEPSE

◆◆ EMIEMI 規格規格 FCC CLASS B FCC CLASS B //VCCI CLASS BVCCI CLASS B

※※ 11 ACAC ア ダ プ タ を ご 使用の 場合、ア ダ プ タ を ご 使用の 場合、 動作条件及び 保存条件は本体と動作条件及び 保存条件は本体と ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ

の 低い 方の 値と なり ま す 。の 低い 方の 値と なり ま す 。
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７ －３ 　 形状、７ －３ 　 形状、 重量重量

【【 Enet-RVEnet-RV】】

◆◆ 寸法寸法 幅幅   72mm  72mm

高さ高さ   26mm  26mm

奥行奥行 106mm106mm

◆◆ 重量重量 80g80g

◆◆ 外観図外観図

72.00

1
0
6
.0

0

Enet-RV
Ethernet/RS232C Converter

PROG
PROG/
Connect

Ethernet

2
6
.0

0

縮尺： Free

単位(mm)

r e wo P RS232C

Data-Link Co｡,Ltd.
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【【 ACAC ア ダ プ タ 】ア ダ プ タ 】

◆◆ 寸法寸法 幅幅 48mm48mm

高さ高さ 25.4mm25.4mm

奥行奥行 54mm54mm

◆◆ 重量重量 ABOUT 85ABOUT 85 ±± 10g10g

◆◆ 外観図外観図

25.4±1

1
9
5
0
±

1
0
0

Plug ： EIAJ type2

4.0±0.1

54±1

4
8
±

1

KAGA COMPONENTS

P S
E
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７ －４ 　７ －４ 　 R S 23 2CR S 23 2C ピ ン ア サ イ ンピ ン ア サ イ ン

Enet-RVEnet-RV のの RS232CRS232C チ ャ ン ネ ル のチ ャ ン ネ ル の DsubDsub 99 ピ ン は、ピ ン は、 DTEDTE 配列で す 。配列で す 。 パ ソ コ ン 等のパ ソ コ ン 等の

D TED TE 配列の 端末機器と 接続す る 場合は、配列の 端末機器と 接続す る 場合は、 ク ロ ス ケ ー ブ ル と なり ま す 。ク ロ ス ケ ー ブ ル と なり ま す 。 モ デ ム 等のモ デ ム 等の

DCEDCE 配列の 端末機器と 接続す る 場合は、配列の 端末機器と 接続す る 場合は、 ス ト レ ー ト ケ ー ブ ル と なり ま す 。ス ト レ ー ト ケ ー ブ ル と なり ま す 。

方向　 　 →　方向　 　 →　 Enet-RVEnet-RV か ら の 出力信号か ら の 出力信号

　 　 　 　 ←　　 　 　 　 ←　 Enet-RVEnet-RV へ の 入力信号へ の 入力信号

Enet-RVEnet-RV で は、で は、 99 番番 R IR I 入力は意味を 持ち ま せ ん 。入力は意味を 持ち ま せ ん 。

ピ ン 番号 信号名 方向 説明

1　 DCD ← 　 キ ャ リ ア 検出

2　 RXD ← 　 受信デ ー タ

3　 TXD → 　 送信デ ー タ

4　 DTR → 　 デ ー タ タ ー ミ ナ ル レ デ ィ

5　 GND － 　 グ ラ ン ド

6　 DSR ← 　 デ ー タ セ ッ ト レ デ ィ

7　 RTS → 　 送信要求

8　 CTS ← 　 送信可能

9　 R   I ← 　 リ ン グ



5252

第７ 章　 物理的仕様第７ 章　 物理的仕様

７ －６ 　 添付ケ ー ブ ル 結線図７ －６ 　 添付ケ ー ブ ル 結線図

◆◆ Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス －ピ ン メ ス － Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス 　ピ ン メ ス 　 1.51.5mm ク ロ ス ケ ー ブ ル 結線図ク ロ ス ケ ー ブ ル 結線図

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

DTR

GND

1

2

3

4

5

6

7

8

シ ー ル ド

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

DTR

GND

1

2

3

4

5

6

7

8

シ ー ル ド

99

※1番と 9番は未接続で す 。

DCD DCD

R I R I

７ －５ 　７ －５ 　 R S23 2CR S23 2C 機器接続例機器接続例

RS23 2CRS23 2C 接続例接続例

◆◆ 端末機器端末機器 (DTE (DTE 機器機器) ) が デ ー タ 線の み使用し て い る 場合、が デ ー タ 線の み使用し て い る 場合、 RTSRTS//CTSCTS、、 DTRDTR//DSRDSR

の シ ョ ー ト が 必要に なり ま す 。の シ ョ ー ト が 必要に なり ま す 。

ご 注意ご 注意 Enet-RVEnet-RV は、は、 RTSRTS//CTSCTS の 制御信号を 常に 使用し て 、の 制御信号を 常に 使用し て 、 伝送制御を 行っ て い伝送制御を 行っ て い

ま す 。ま す 。従っ て 、従っ て 、デ ー タ 線の みで の 接続で はデ ー タ の 欠落が 発生す る こ と が あデ ー タ 線の みで の 接続で はデ ー タ の 欠落が 発生す る こ と が あ

り ま す 。り ま す 。 ま た 、ま た 、 CTSCTS が 未処理の 場合、が 未処理の 場合、 相手機器を ビ ジ ー と 判断し 、相手機器を ビ ジ ー と 判断し 、 デ ー タデ ー タ

送出を 行い ま せ ん 。送出を 行い ま せ ん 。

上記結線で 、上記結線で 、フ ロ ー 制御を 選択し ない 場合、フ ロ ー 制御を 選択し ない 場合、入力バ ッ フ ァ 量を 超え る デ ー タ入力バ ッ フ ァ 量を 超え る デ ー タ

が 入力さ れた 場合、が 入力さ れた 場合、 デ ー タ は上書き さ れま す 。デ ー タ は上書き さ れま す 。

端末機器Enet-RV

(DCD)

(RXD)

(TXD )

(DTR)

(GND)

(DSR)

(RTS)

(CTS)

(R I)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

(DCD)

(RXD)

(TXD)

(DTR)

(GND)

(DSR)

(RTS)

(CTS)

(R I)

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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  第８ 章第８ 章　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

ご 購入頂き ま し たご 購入頂き ま し た Enet-RVEnet-RV に 関す る ご 質問に 関す る ご 質問・・ ご 相談は、ご 相談は、 弊社ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で弊社ユ ー ザ サ ポ ー ト 課ま で

お 問い 合わ せ 下さ い 。お 問い 合わ せ 下さ い 。

デ ー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課デ ー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課

TELTEL　　 0404 －－ 29242924 －－ 38413841（ 代）（ 代）

FAXFAX　　 0404 －－ 29242924 －－ 37913791

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜（ 祝祭日は 除く ）（ 祝祭日は 除く ）

AM9: 00AM9: 00 ～～ 12: 0012: 00　　 PM1: 00PM1: 00 ～～ 5: 005: 00

E - ma i lE - ma i l s u p p o r t @d a t a - l i n k . c o . j ps u p p o r t @d a t a - l i n k . c o . j p
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３ 　 動作環境３ 　 動作環境

４ 　 基本仕様４ 　 基本仕様

２ 　２ 　 TERM WINTERM WIN デ ィ ス ク の 内容デ ィ ス ク の 内容

TERM WINTERM WIN デ ィ ス ク に は、デ ィ ス ク に は、 つ ぎ の フ ァ イ ル が 含ま れて い ま す 。つ ぎ の フ ァ イ ル が 含ま れて い ま す 。

付録．付録． TERM WINTERM WIN ユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ルユ ー ザ ー ズ マ ニ ュ ア ル

１ 　 概　 要１ 　 概　 要

こ の マ ニ ュ ア ルこ の マ ニ ュ ア ル  ( (付録付録) ) は、は、 RS232CRS232C 簡易通信プ ロ グ ラ ム簡易通信プ ロ グ ラ ム TERM WINTERM WIN の 使用方法の 使用方法

に つ い て 説明し て い ま す 。に つ い て 説明し て い ま す 。

TERM WINTERM WINは、は、 キ ー ボ ー ド 入力デ ー タ のキ ー ボ ー ド 入力デ ー タ の RS232CRS232C ポ ー ト へ の 送信、ポ ー ト へ の 送信、 及び 画面表示、及び 画面表示、

RS232CRS232C ポ ー ト か ら の デ ー タ 受信、ポ ー ト か ら の デ ー タ 受信、 及び 画面表示を 行う プ ロ グ ラ ム で す 。及び 画面表示を 行う プ ロ グ ラ ム で す 。

TERM WINTERM WINを 使用す る に 当た っ て 、を 使用す る に 当た っ て 、Windows98Windows98以上の以上の DOS-VDOS-Vパソ コ ン が必要で す 。パソ コ ン が必要で す 。

Tw1220.exe： ア プ リ ケ －シ ョ ン

解凍 Termw10.cnt： CNTフ ァ イ ル

Termw10.hlp： ヘ ル プ フ ァ イ ル

TermWin.exe： 実行フ ァ イ ル

TERMWIN.ini： 設定フ ァ イ ル

TERMWIN.stf： STFフ ァ イ ル

　 パ ソ コ ン　 パ ソ コ ン ：： DOS-VDOS-Vパ ソ コ ンパ ソ コ ン ,OS,OS：： Windows98Windows98 以上以上 ,, メ イ ン メ モ リメ イ ン メ モ リ ：： 640K640K バ イ ト 以上バ イ ト 以上

ご 注意ご 注意 本プ ロ グ ラ ム は 、本プ ロ グ ラ ム は 、 特定の 機種に よ る 動作確認の みを 行っ た サ ー ビ ス 品で す の で 、特定の 機種に よ る 動作確認の みを 行っ た サ ー ビ ス 品で す の で 、

つ ぎ の 点に ご 注意の 上ご 使用く だ さ い 。つ ぎ の 点に ご 注意の 上ご 使用く だ さ い 。

◆プ ロ グ ラ ム の 開発に 当た っ て は 、◆プ ロ グ ラ ム の 開発に 当た っ て は 、 DOS/VDOS/V 仕様機で の 動作を 前提に し て お り仕様機で の 動作を 前提に し て お り

　 ま す が 、　 ま す が 、 機種に よ っ て は 動作し な い こ と も 考え ら れま す 。機種に よ っ て は 動作し な い こ と も 考え ら れま す 。 こ の よ う な 場合でこ の よ う な 場合で

　 も 、　 も 、 弊社は 保証い た し ま せ ん 。弊社は 保証い た し ま せ ん 。

◆本プ ロ グ ラ ム は、◆本プ ロ グ ラ ム は、 使用者の 責任に お い て ご 使用く だ さ い 。使用者の 責任に お い て ご 使用く だ さ い 。 万一、万一、 ご 利用に よ るご 利用に よ る

　 不利益や 損害が 生じ た 場合で も 、　 不利益や 損害が 生じ た 場合で も 、 弊社は 責任を 負い か ねま す 。弊社は 責任を 負い か ねま す 。

◆本プ ロ グ ラ ム の コ ピ ー 、◆本プ ロ グ ラ ム の コ ピ ー 、 及び 配布は認め て お り ま せ ん 。及び 配布は認め て お り ま せ ん 。 コ ピ ー 、コ ピ ー 、 及び 配布は絶及び 配布は絶

　 対に 行わ な い で く だ さ い 。　 対に 行わ な い で く だ さ い 。

画面表示

エ ラ ー 表示

バッ フ ァ 容量

カ ラ ー 、 モ ー ド

送信デ ー タ を 水色、 受信デ ー タ を 白色で 表示

通信条件の 不一致、 パ リ テ ィ エ ラ ー 等で 正常な
受信が 行われない 場合は、 当該受信デ ー タ を ブ

リ ン ク （ 点滅） 表示

送信バッ フ ァ 、 受信バッ フ ァ 共に 4Kバイ ト
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５ 　 起動と 終了５ 　 起動と 終了

①① TERM WINTERM WIN デ ィ ス ク を パ ソ コ ン のデ ィ ス ク を パ ソ コ ン の CDCD ド ラ イ ブ に 挿入し ま す 。ド ラ イ ブ に 挿入し ま す 。

②② 保存先に 指定す る フ ォ ル ダ を 新規に 作成し 、保存先に 指定す る フ ォ ル ダ を 新規に 作成し 、 [Tw1220.exe]  [Tw1220.exe] を コ ピ －し ま す 。を コ ピ －し ま す 。

③③ [Tw1220.exe] [Tw1220.exe] を ダ ブ ル ク リ ッ ク し 、を ダ ブ ル ク リ ッ ク し 、解凍先に ②の フ ォ ル ダ を 指定す る と 、解凍先に ②の フ ォ ル ダ を 指定す る と 、５ つ の５ つ の

フ ァ イ ル が 表示さ れま す 。フ ァ イ ル が 表示さ れま す 。

④④ [TERMWIN.EXE] [TERMWIN.EXE] フ ァ イ ル ア イ コ ン を ダ ブ ル ク リ ッ ク し て 起動し ま す 。フ ァ イ ル ア イ コ ン を ダ ブ ル ク リ ッ ク し て 起動し ま す 。

⑤⑤ メ イ ン 画面が 表示さ れ、メ イ ン 画面が 表示さ れ、 使用可能な状態に なり ま す 。使用可能な状態に なり ま す 。

TERM WINTERM WIN の 終了の 終了

TERM WINTERM WIN の 起動の 起動

[F12] [F12] キ ー ま た は、キ ー ま た は、 右下の右下の  [Exit]  [Exit] ボ タ ン で 終了し ま す 。ボ タ ン で 終了し ま す 。

６ 　 メ イ ン 画面６ 　 メ イ ン 画面

デ ー タ 表示領域

制御LED

機能バー

送受信デ ー タ が 表示さ れま す 。

RTS、 DTR、 CTS及び DSR制御ラ イ ン の 状態が 表示さ れま す。

で は、 フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー に [通信速度の 変更]等の 各種機能

が 割り 当て ら れて い ま す 。
機能バー 内の 四角は 左か ら 順に [FI]キ ー ～[F12]キ ー に 対応し

て お り 、 各種機能や 通信速度等の 現状を 表し て い ま す 。
尚、 空白の 四角は、 対応する フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー に 何も 機能
が 割り 当て ら れて い ない こ と を 表し て い ま す 。

機能バ ー機能バ ー

メ ニ ュ ー バ ーメ ニ ュ ー バ ー

デ ー タ 表示領域デ ー タ 表示領域

制御制御 LEDLED
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７ 　 各種機能７ 　 各種機能

◆ス ト ッ プ ビ ッ ト 長の 選択◆ス ト ッ プ ビ ッ ト 長の 選択 [ 2St op]  [ 2St op]  ボ タ ンボ タ ン

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 選択し ま す 。ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [ [F1F1] ] キ ーキ ー

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長ス ト ッ プ ビ ッ ト 長：： 11//1.51.5//22 ( (ビ ッ トビ ッ ト ))

初期値初期値 ：： 22

◆パ リ テ ィ の 選択◆パ リ テ ィ の 選択 [ P=None]  [ P=None]  ボ タ ンボ タ ン

パ リ テ ィ を 選択し ま す 。パ リ テ ィ を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F2]  [F2] キ ーキ ー

パリ テ ィパリ テ ィ ：： nonenone  ((なしなし ) ) //eveneven  ((偶数偶数))//oddodd  ((奇数奇数))

初期値初期値 ：： nonenone

◆デ ー タ 長の 選択◆デ ー タ 長の 選択 [ 8Len]  [ 8Len]  ボ タ ンボ タ ン

デ ー タ 長を 選択し ま す 。デ ー タ 長を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F3]  [F3] キ ーキ ー

データ 長データ 長：： 77//88 ( (ビ ッ トビ ッ ト ))

初期値初期値 ：： 88

◆通信速度の 選択◆通信速度の 選択 [ 9600]  [ 9600]  ボ タ ンボ タ ン

通信速度を 選択し ま す 。通信速度を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F4]  [F4] キ ーキ ー

通信速度通信速度：： 12001200//24002400//48004800//96009600//19200 19200 //2880028800//3840038400//5760057600//7680076800//115200115200

◆シ リ ア ル ポ －ト の 選択◆シ リ ア ル ポ －ト の 選択 [ Com1]  [ Com1]  ボ タ ンボ タ ン

シ リ ア ル ポ －ト を 選択し ま す 。シ リ ア ル ポ －ト を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F5]  [F5] キ ーキ ー

初期値初期値 ：： Com1Com1

◆送受信デ ー タ の 表示形式の 選択◆送受信デ ー タ の 表示形式の 選択 [ Nor ma l ]  [ Nor ma l ]  ボ タ ンボ タ ン

送受信デ ー タ の 表示形式を 選択し ま す 。送受信デ ー タ の 表示形式を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F6]  [F6] キ ーキ ー

表示形式表示形式：： normalnormal  ((キャ ラ ク タ 表示キャ ラ ク タ 表示) )   // hex hex  (16(16 進数表示進数表示))

初期値初期値 ：： normalnormal

◆送信デ ー タ の 表示／非表示の 選択◆送信デ ー タ の 表示／非表示の 選択 [ Ful l ]  [ Ful l ]  ボ タ ンボ タ ン

送信デ ー タ の 表示／非表示を 選択し ま す 。送信デ ー タ の 表示／非表示を 選択し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F7]  [F7] キ ーキ ー

表示／非表示表示／非表示：： Full (Full (表示表示) ) //Half (Half (非表示非表示))

初期値初期値 ：： FullFull
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◆デ リ ミ タ コ ー ド の 選択◆デ リ ミ タ コ ー ド の 選択 [ CR + LF]  [ CR + LF]  ボ タ ンボ タ ン

［［ EnterEnter］］ キ ー を 押下し た 時に 送出す る デ リ ミ タ コ ー ド を 選択し ま す 。キ ー を 押下し た 時に 送出す る デ リ ミ タ コ ー ド を 選択し ま す 。

キ ーキ ー 　　：：  [F8]  [F8] キ ーキ ー

デ リ ミ タ コ ー ドデ リ ミ タ コ ー ド ：： CR (0DhCR (0Dh の み送出の み送出) ) //CR +  LF (0DhCR +  LF (0Dh とと 0Ah0Ah を 送出を 送出))

初期値初期値 　　 ：： CR +  LFCR +  LF

◆デ ー タ 表示領域の ク リ ア◆デ ー タ 表示領域の ク リ ア [ Cl ear ]  [ Cl ear ]  ボ タ ンボ タ ン

デ ー タ 表示領域を ク リ ア し 、デ ー タ 表示領域を ク リ ア し 、 カ ー ソ ル を 表示領域左上隅に 移動し ま す 。カ ー ソ ル を 表示領域左上隅に 移動し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F9]  [F9] キ ーキ ー

※※ キ ー ボ ー ド 入力の 誤打を ク リ ア す る 機能で はあ り ま せ ん 。キ ー ボ ー ド 入力の 誤打を ク リ ア す る 機能で はあ り ま せ ん 。

◆◆コ マ ン ド キ ー ワ ー ド の 送出コ マ ン ド キ ー ワ ー ド の 送出 [LIK#] [LIK#] ボ タ ンボ タ ン

[F8] [F8] キ ー を 押下す る 度にキ ー を 押下す る 度に  LINK#  LINK# の 文字列を 送出し ま す 。の 文字列を 送出し ま す 。 こ の 文字列は、こ の 文字列は、 弊社製マ ル弊社製マ ル

チ プ レ ク サ の デ フ ォ ル ト の コ マ ン ド キ ー ワ ー ド で す 。チ プ レ ク サ の デ フ ォ ル ト の コ マ ン ド キ ー ワ ー ド で す 。

キ ーキ ー ：：  [F11]  [F11] キ ーキ ー

◆◆ TERM WINTERM WIN の 終了の 終了 [ Ex i t ]  [ Ex i t ]  ボ タ ンボ タ ン

本プ ロ グ ラ ム を 終了し ま す 。本プ ロ グ ラ ム を 終了し ま す 。

キ ーキ ー ：：  [F12]  [F12] キ ーキ ー

◆固定文字列の 送出◆固定文字列の 送出

6464 バ イ ト の 固定文字列を 指定回数分送出す る こ と が 可能で す 。バ イ ト の 固定文字列を 指定回数分送出す る こ と が 可能で す 。

そ の 他、そ の 他、 送信間隔等も 指定で き ま す 。送信間隔等も 指定で き ま す 。

キ ーキ ー ：：  [Shift]  [Shift] キ ー ＋キ ー ＋ [F1]  [F1] キ ーキ ー

[[送信送信] ] ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、 固定文字列の 送出を 開始し ま す 。固定文字列の 送出を 開始し ま す 。

固定文字列の 送出を 中止す る に は固定文字列の 送出を 中止す る に は [ESC]  [ESC] キ ー を 押下し ま す 。キ ー を 押下し ま す 。

◆◆ RTSRTS ラ イ ン のラ イ ン の ONON// OFFOFF 選択選択

[[ShiftShift] ] キ ー ＋キ ー ＋ [ [F2F2] ] キ ー を 押下する と 、キ ー を 押下する と 、 RTSRTSラ イ ン がラ イ ン が ONON//OFFOFF交互に 切り 替わり ま す。交互に 切り 替わり ま す。

キ ーキ ー ：：  [Shift]  [Shift] キ ー ＋キ ー ＋ [F2]  [F2] キ ーキ ー

初期値初期値 ：： ONON

◆◆ DTRDTR ラ イ ン のラ イ ン の ONON// OFFOFF 選択選択

[[ShiftShift] ] キ ー ＋キ ー ＋ [ [F3F3] ] キ ー を 押下する と 、キ ー を 押下する と 、 DTRDTR ラ イ ン がラ イ ン が ONON//OFFOFF交互に 切り 替わり ま す。交互に 切り 替わり ま す。

キ ーキ ー ：：  [Shift]  [Shift] キ ー ＋キ ー ＋ [F3]  [F3] キ ーキ ー

初期値初期値 ：： ONON

WPWP--0303--100922100922
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Enet-RVEnet-RV　　 取り 扱い 説明書　取り 扱い 説明書　 20132013年年88月　 第月　 第1313版版

製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 デ ー タ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1113359-1113　 埼玉県所沢市喜多町　 埼玉県所沢市喜多町10-510-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

保証規定保証規定

ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

Enet-RVEnet-RVに 関する ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザサ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わ せ下さ い 。に 関する ご 質問、ご 相談は、ユ ー ザサ ポ ー ト 課ま で お 問い 合わ せ下さ い 。

デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課デー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザサ ポ ー ト 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a ilE-m a il：： sup p ort@ d a ta -l ink . c o . jpsup p ort@ d a ta -l ink . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00

11 当社製品は、当社製品は、 当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、当社規定の 社内評価を 経て 出荷さ れて お り ま す が 、保証期間内に 万一保証期間内に 万一

故障し た 場合、故障し た 場合、 無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。 お 買い 求め い た だ い た 製品は、お 買い 求め い た だ い た 製品は、

受領後直ち に 梱包を 開け 、受領後直ち に 梱包を 開け 、 検収を お 願い 致し ま す 。検収を お 願い 致し ま す 。

デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、デ ー タ リ ン ク 製品の 保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年で す 。当社発送日よ り １ カ 年で す 。

保証期間は保証期間は､､製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て お り 、製品貼付の シ リ ア ル ナ ン バ ー で 管理し て お り 、保証書はご ざ い ま せ ん 。保証書はご ざ い ま せ ん 。

なお 、なお 、 本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。本製品の ハ ー ド ウ エ ア 部分の 修理に 限ら せ て い た だ き ま す 。

22 本製品の 故障、本製品の 故障、 ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、ま た はそ の 使用に よ っ て 生じ た 直接、 間接の 障害に つ い て 、間接の 障害に つ い て 、 当社は当社は

そ の 責任を 負わ ない も の と し ま す 。そ の 責任を 負わ ない も の と し ま す 。

33 次の よ う な場合に は、次の よ う な場合に は、 保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。保証期間内で も 有償修理に なり ま す 。

(1)(1) お 買い 上げ 後の 輸送、お 買い 上げ 後の 輸送、 移動時の 落下、移動時の 落下、 衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。衝撃等で 生じ た 故障お よ び 損傷。

(2)(2) ご 使用上の 誤り 、ご 使用上の 誤り 、 あ る い は改造、あ る い は改造、 修理に よ る 故障お よ び 損傷。修理に よ る 故障お よ び 損傷。

(3)(3) 火災、火災、地震、地震、落雷等の 災害、落雷等の 災害、あ る い は異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障あ る い は異常電圧など の 外部要因に 起因す る 故障

お よ び 損傷。お よ び 損傷。

(4)(4) 当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。当社製品に 接続す る 当社以外の 機器に 起因す る 故障お よ び 損傷。

44 無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。無償保証期間経過後は有償に て 修理さ せ て い た だ き ま す 。補修用部品の 保有期間は補修用部品の 保有期間は

原則製造終了後原則製造終了後 55 年間で す 。年間で す 。

なお 、なお 、 こ の 期間内で あ っ て も 、こ の 期間内で あ っ て も 、 補修部品の 在庫切れ、補修部品の 在庫切れ、 部品メ ー カ の 製造中止など に部品メ ー カ の 製造中止など に

よ り 修理で き ない 場合が あ り ま す 。よ り 修理で き ない 場合が あ り ま す 。

55 PCBPCB基板全損、基板全損、ICIC全損など 、全損など 、故障状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合は修故障状態に よ り 修理価格が 新品価格を 上回る 場合は修

理で き ま せ ん 。。理で き ま せ ん 。。

66 出張修理は致し て お り ま せ ん 。出張修理は致し て お り ま せ ん 。 当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み修理と なり ま す 。当社あ る い は販売店へ の 持ち 込み修理と なり ま す 。

77 本製品に 付属、本製品に 付属、ま た は、ま た は、別売の別売の ACACア ダ プ タ は有寿命部品で す 。ア ダ プ タ は有寿命部品で す 。本紙巻頭本紙巻頭 ( (表紙裏面表紙裏面))

のの 【 有寿命部品に 関す る 保証規定】【 有寿命部品に 関す る 保証規定】 を 必ず お 読みく だ さ い 。を 必ず お 読みく だ さ い 。

88 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内に お い て の み有効で す 。日本国内に お い て の み有効で す 。


